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家
庭
科
の
男
女
共
修
を
す
す
め
る
舎
は

解

散

し

ま

す

全
国
の
中
学
・
高
校
で
の
家
庭
科
の
男
女
共
修
は
実
現
し
ま
し
た
。

共
修
は
、
も
う
あ
た
り
ま
え
の
こ
と
と
し
て
、
一
般
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
と
言
え
ま
し
ょ
う
。

さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
人
び
と
の
力
を
広
く
集
め
て
共
修
を
求
め
る
運
動
は
、
目
的
を
遂
げ
ま
し
た
。

家
庭
科
の
男
女
共
修
を
す
す
め
る
会
は
、
一
九
九
七
年
三
月
三
十
一
日
を
も
っ
て
解
散
し
ま
す
。

長
い
間
の
ご
協
力
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

運
動
は
こ
れ
か
ら
も
必
要
で
す
。

共
修
が
し
っ
か
り
実
施
さ
れ
る
よ
う
、
関
係
者
へ
の
働
き
か
け
は
続
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

家
庭
科
の
内
容
は
、
も
っ
と
充
実
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

教
育
全
体
に
つ
い
て
、
も
っ
と
男
女
平
等
を
す
す
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

伝
統
的
な
男
女
の
役
割
分
担
意
識
を
な
く
す
努
力
は
、
も
っ
と
続
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
う
し
た
目
的
の
た
め
に
、
新
し
く
、
ち
え
と
力
を
集
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ど
う
ぞ
皆
様
が
そ
れ
ぞ
れ
の
お
立
場
で
、
ち
え
と
力
を
出
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
に
。

世
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人
会

も
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検
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一
九
七
四
年
一
月
二
六
日
、

「
{
永
庭
科
の
男
女
共

修
を
す
す
め
る
会
」
が
発
足
し
て
か
ら
、

年

落
胆
の
淵
に
引
き
ず
り
こ
ま
れ
た
日
、
連
帯
の
温
も

り
に
浸
っ
た
目
、
怒
り
心
頭
に
達
し
た
日
、

ル
ン
ル

ン
ル
ン
飛
び
上
が
っ
て
喜
ん
だ
日
。

2Jの
Z よ
」う
そ I

笠注
容か. 
」ぶ
様
ンん

リか
L場
人面
を
担:
当。ま

し朝さ
た日に
上新走
丸聞馬
洋で灯

一
記
者
が

「
理
念
を
め
ぐ
る
闘
い
で
勝
利
し
た
希
有

な
例
」
と
言
っ
た
の
を
、

思
い
出
し
ま
す
。

共
修
運
動
は
ど
う
し
て
勝
利
し
た
の
か
?

自
身
が
こ
の
運
動
を
検
証
し
、
今
の
、
こ
れ
か
ら
の
私
達

運
動
に
寄
与
し
た
い
。

そ
れ
に
は
運
動
の
全
貌
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

一
九
九
六
年
四
月
六
日
、
総
会
・
集
会
の
後
の
一

年
聞
を
、

「
し
め
く
く
り
の
年
」

と
し
、
運
動
を
総

括
す
る
本
を
出
版
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。
首
都

圏
の
世
話
人
十
人
が
執
筆
者
兼
編
集
者
と
な
っ
て
半

日

次

の

教

育

課

程

に

向

け

て

日

一

家

庭

科

教

育

の

叩

一

一

層

の

充

実

を

要

望

一
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皆
様
ご
存
じ
の
よ
う
に
、
昨
年
六
月
の
中
教
審
答

申
を
受
け
て
八
月
に
新
し
い
教
謀
審
が
ス
タ
ー
ト
、

「
ゆ
と
り
」
と
「
生
き
る
力
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、

次
の
教
育
課
程
に
向
け
て
審
議
を
す
す
め
て
い
ま

す。

「
男
女
共
同
参
画
二

0
0
0
年
プ
ラ
ン
」

(
8
ペ

ー
ジ
参
照
)
で
は
、
「
家
庭
科
教
育
の
充
実
」
が
大

き
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
全
体
と
し
て
授

業
時
間
の
大
巾
削
減
が
予
想
さ
れ
、
「
{
永
庭
科
が
選

択
に
な
る
の
で
は
」
と
危
ぶ
む
声
も
き
か
れ
ま
す
。

「
会
」
で
は
十
月
(
教
課
審
あ
て
。
下
)
と
二
月

(
首
相
、
文
相
あ
て
。
次
ベ

1
ジ
)
に
要
望
書
を
出

し
て
家
庭
科
教
育
の
一
層
の
充
実
を
求
め
ま
し
た
。

ま
た
一
月
に
は
、
文
部
省
が
「
今
後
の
教
育
の
在

り
方
に
つ
い
て
」
の
意
見
を
募
集
し
ま
し
た
の
で
、

世
話
人
ひ
と
り
ひ
と
り
が
意
見
を
提
出
、
男
女
平
等

教
育
を
推
進
す
る
こ
と
、
男
女
平
等
教
育
推
進
担
当

者
を
学
校
等
に
置
く
こ
と
、
「
技
術
」
と
「
家
庭
」

は
別
教
科
と
す
る
こ
と
、
家
庭
科
教
育
を
一
層
充
実

さ
せ
る
こ
と
な
ど
を
要
望
し
ま
し
た
。
(
梶
谷
典
子
)

年
、
八
月
に
は
合
宿
も
し
て
が
ん
ば
り
、

日
に
原
稿
を
仕
上
げ
ま
し
た
。

予
定
の
期

最
後
の
単
行
本
の
概
要
は
次
の
通
り
で
す
。

家
庭
科
の
男
女
共
修
を
す
す
め
る
会
編

「
家
庭
科
、
男
も
女
も
!

l
こ
う
し
て
拓
い
た
共
修
へ
の
道

l
」

三

段

組

二

四

0
ペ
ー
ジ

ド
メ
ス
出
版
千
部
刊
行

B
5
判

E 

目

次

会
は
、
ど
う
道
を
拓
い
た
か

一
男
女
共
修
は
こ
う
し
て
決
ま
っ
た

l
運
動
の
流
れ
l

二
私
た
ち
は
何
を
学
び
何
を
提
起
し
た
か

五
二
回
の
集
会
で
l

三
会
は
何
を
働
き
か
け
た
か

(
出
版
活
動
、
要
望
書
、
訪
問
、
ア
ン
ケ

ー
ト
な
ど
を
含
む
)

時
代
は
ど
う
動
い
た
か

一
教
育
を
め
ぐ
っ
て

女
性
の
状
況
を
め
ぐ
っ
て

他
団
体
の
支
援
・
協
力

男
女
共
修
、
国
会
の
中
で

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
は
男
女
共
修
を
ど
う
伝
え
た

一四五
E 
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資
料
・
年
表

1 996年 10月 1日

家庭科の男女共修をすすめる会

世話人代表 近江真理

署警

次のことを要望いたします。

主運重喜

新しい教育課程について、

※ 

運
動
と
私
(
世
話
人
の
う
ち
は
山

λ
の
一
言
)

お
わ
り
に

※ 

で
き
る
だ
け
写
真
を
入
れ
、
親
し
み
易
く
、
し
か

も
歴
史
の
証
言
と
な
る
よ
う
に
願
い
ま
し
た
。
一
つ

一
つ
の
要
望
書
に
も
時
代
性
が
あ
り
、
割
愛
は
忍
び

な
か
っ
た
の
で
す
が
、

値
段
の
関
係
上
、

資
料
は
年

表
と
共
に
最
少
限
に
と
ど
め
ま
し
た
。
求
め
易
い
定

価
に
な
る
よ
う
に
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
益
金
や
、

イ
ボ
ン
の
賞
金
も
注
ぎ
こ
み
ま
し
た
。

発
行
は
三
月
三
十
一
日
、
定
価
は
二
千
五
百
円
で

外
税
、
会
員
だ
と
は
っ
き
り
言
っ
て
く
だ
さ
れ
ば
送

料
は
サ
ー
ビ
ス
に
な
り
ま
す
。
半
分
は
各
地
の
女
性

セ
ン
タ
ー
、
大
学
や
公
共
の
図
書
館
な
ど
大
勢
の
人

の
目
に
触
れ
、
活
用
度
の
高
い
と
こ
ろ
に
会
か
ら
寄

贈
し
ま
す
の
で
、

販
売
す
る
の
は
僅
か
五
百
で
す
。

あ
な
た
の
運
動
の

売
り
切
れ
に
な
ら
な
い
う
ち
に
、

記
念
碑
と
し
て
お
求
め
下
さ
い
。

勧
め
て
下
さ
い
ま
す
よ
う
に
。

お
仲
間
に
も
ぜ
ひ

ご
注
文
は
直
接
ド
メ
ス
出
版
に
お
願
い
し
ま
す
。
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家庭科教育を一層充実させること。

理由
1、生活についての知識、技術及び生活を通して考えることを学ぶ家庭科
は、 「生きる力」に最も直接的にかかわる基本的な教科です。自ら学び、

自ら考える力などをはぐくみ、創造性を育て、個性を生かし、豊かな人

間性を育てることができます。

高等学校を通して、中学校、小学校、

2、現在の社会での大きな問題である、高齢者の福祉や環境の問題、男女

兵同参画の問題などを考えるためにも、家庭科はこれからもっと重要視

されなければなりません。

コニ
(縮小コピー)

2 3 



橋本総理大臣が21世紀を展望して、六大政治改革の一つに教育改革を挙げてお取組みの

こと、大変心強く存じます。その意気込みを具体的な教育課程に生かすために、いま教育

課程審議会が作業をすすめておられること、私達は大きな期待と関心を寄せています。

さて、.内閣総理大臣が本部長で、各大臣が本部員である男女共同参画推進本部は、昨年12

月13日、 「男女共同参画2000年プラン一男女共同参画社会の形成の促進に関する平成12年

(西暦2000年)度までの国内行動計画 Jを策定されました。

策定の経過は、第四回世界女性会議で採択した「行動綱領」や、市民やNGOの意見を

取り入れた男女共同参画審議会の「男女共同参画ビジョンー21世紀の新たな価値の創造 J

を基本にしているという点で、これまでの圏内行動計画以上に意義深いものと思います。

そこには「男女平等を推進する教育・学習 Jの具体的施策として、 「ア初等中等教育の

充実」のために「家庭科教育の充実」が特筆されています。すなわち

「家庭科教育については、平成元年3月改訂の学習指導要領に基づき、男女が協力して

家庭生活を築いていくという視点に立って教育内容の改善・充実を図るとともに、高等

学校の家庭科については、社会の変化や女子差別撤廃条約の批准に対応するため、平成

六年度新入生より男女ともすべての生徒に履修させるよう改善したところであり、その

趣旨の徹底や教員研修の充実、施設や設備の整備・充実等に努める」とあります。

中央教育審議会は、先に子供に「生きる力 Jと「ゆとり」を、と強調されましたが、私

達は、これこそ男女で学ぶ新しい家庭科がめざすものと受けとめました。未だに過去の家

庭科のイメージを拭いきれない人もいるようですが、 i 2000年プラン J の精神を、教育課

程改訂にかかわっておられる委員諸氏に、周知徹底していただけますよう要望します。
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一
家
庭
科
を
め
ぐ
る
動
き
一

O
大
量
不
合
格
が
出
た
高
校
家
庭
科
の
異
常
な
検
定

全
教
の
教
研
集
会
の
家
庭
科
教
育
分
科
会
レ
ポ
ー

ト
に
よ
れ
ば
、
一
九
九
六
年
検
定
の
高
校
家
庭
科
で

は
四
点
の
不
合
格
が
あ
っ
た
と
出
版
労
連
(
日
本
出

版
労
働
組
合
連
合
会
)
か
ら
報
告
さ
れ
て
い
る
の
で
、

次
に
紹
介
す
る
。

一
九
八
二
年
度
実
施
の
指
導
要
領
下
で
の
「
家
庭

一
般
」
の
検
定
は
、
八
O
、
八
三
、
八
六
、
八
九
年

と
四
回
行
わ
れ
た
が
、
不
合
格
は
そ
れ
ぞ
れ
の
年
で

多
く
て
も
一
点
で
、
不
合
格
な
し
の
年
も
あ
っ
た
。

男
女
共
修
が
実
現
し
た
一
九
九
四
年
度
実
施
の
指

導
要
領
下
で
の
「
家
庭
一
般
」
の
検
定
は
、
九
二
年

と
九
六
年
と

2
回
行
わ
れ
た
。
九
二
年
の
検
定
で
は
、

六
社
人
点
の
申
請
中
、
一
点
の
不
合
格
が
出
た
。
こ

の
一
点
は
初
め
か
ら
不
合
格
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な

く
、
検
定
意
見
が
多
す
ぎ
て
修
正
を
断
念
し
、
結
果

的
に
不
合
格
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

今
回
九
六
年
の
「
家
庭
一
般
」
の
検
定
で
は
、
六

社
九
点
の
申
請
中
三
点
も
の
不
合
格
が
出
た
。
こ
の

三
点
は
い
ず
れ
も
新
刊
で
あ
る
。

ま
た
、
「
生
活
一
般
」
の
検
定
で
も
一
点
の
不
合

格
が
出
た
。
こ
れ
も
前
記
不
合
格
の
「
家
庭
一
般
」

と
同
じ
く
新
刊
で
あ
る
。

O
高
校
の
必
修
「
家
庭
科
」
の
単
位
数
の
削
減
が
、

1 社会の変化や女子差別撤廃条約の批准に対応するため、改善したばかりの高等学校

家庭科は、その趣旨の徹底のため、新教育課程でも、男女ともすべての生徒に履修させ、

いっそう充実させるよう要望します。

文
部
省
の
「
規
制
緩
和
推
進
計
画
」
の
対
象

文
部
省
は
一
月
一
七
日
、
政
府
が
昨
年
三
月
の
閣

議
で
決
め
た
「
規
制
緩
和
推
進
計
画
の
改
定
」
に
基

づ
い
て
各
方
面
か
ら
の
意
見
、
要
望
に
対
す
る
見
直

し
、
検
討
状
況
を
中
間
的
に
ま
と
め
た
も
の
を
公
表

し
た
。
高
校
の
必
修
家
庭
科
の
単
位
数
削
減
が
こ
の

計
画
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
検
討
状
況
を

『
内
外
教
育
」
誌
よ
り
紹
介
し
た
い
。

〈
制
度
の
概
要
こ
両
等
学
校
の
「
家
庭
科
」
は
、
高

等
学
校
学
習
指
導
要
領
に
基
づ
き
男
女
と
も
四
単
位

、
必
修
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
(
学
校
教
育
法
第
四
三

条
、
同
法
施
行
規
則
第
五
七
条
の
二
、
同
六
三
条
の

二
、
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
)

〈
検
討
状
況
〉
現
行
制
度
に
つ
い
て
は
、
男
女
と
も

に
人
生
八
十
年
時
代
を
生
き
抜
く
生
活
力
を
身
に
付

け
、
豊
か
な
家
庭
生
活
を
築
く
た
め
に
必
要
な
知

識
・
技
術
を
習
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る

た
め
、
八
九
年
三
月
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
の
改

訂
を
行
い
、
家
庭
科
を
す
べ
て
の
生
徒
に
四
単
位
履

修
さ
せ
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
教
育
課
程
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
九
六
年

八
月
に
諮
問
し
た
教
育
課
程
審
議
会
に
お
い
て
検
討

を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
家
庭
科
の
単
位
数

が
ど
う
あ
る
べ
き
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
ー
で
は
、
そ

の
一
環
と
し
て
検
討
が
行
わ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ

り
、
今
の
時
点
で
そ
の
方
向
性
を
一
不
す
こ
と
は
困
難
。

(
そ
の
他
)

中学校技術・家庭科は、 1の趣旨に加え、技術と家庭は各々性格を異にするところ

から二教科に分離し、男女ともすべての生徒に履修させるよう要望 Lます。

たつ子

世話人代表

半田

家庭科の男女共修をすすめる会

内閣総理大臣-男女共同参画推進本部長

橋本龍太郎殿

文部大臣・男女共同参画推進本部員

小杉隆殿

1997年 2月12日

2 O
全
国
高

p
連
は
、
教
課
審
の
総
会
の
ヒ
ア
リ
ン
グ

で
、
高
校
家
庭
科
の
選
択
・
二
単
位
に
減
ら
す
べ
き

と
主
張
(
『
内
外
教
育
」
よ
り
)

教
育
課
程
審
議
会
(
教
課
審
)
は
、
一
月
一
一
一
一
一
日

総
会
を
聞
き
、
教
育
関
係
団
体
や
教
職
員
組
合
な
ど

一
入
団
体
の
代
表
か
ら
、
教
育
課
程
の
あ
り
方
を
テ

ー
マ
に
意
見
を
聴
取
し
た
。
各
団
体
は
、
今
後
の
教

育
の
あ
り
方
、
各
教
科
等
に
お
け
る
教
育
内
容
の
厳

選
・
改
善
、
そ
の
他
改
善
を
要
す
る
事
項
、
な
ど
に

つ
い
て
意
見
を
の
べ
て
い
る
。

そ
の
中
の
教
科
内
容
の
厳
選
a.
改
善
に
つ
い
て
、

全
国
P
連
は
、
高
校
家
庭
科
は
必
修
で
な
く
選
択
科

目
と
し
、
単
位
数
も
二
に
す
べ
き
と
の
べ
て
い
る
。

教
育
内
容
を
め
ぐ
っ
て
は
、
基
礎
・
基
本
の
徹
底

と
思
い
き
っ
た
見
直
し
を
求
め
る
意
見
が
目
立
っ
た

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

な
お
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
出
席
団
体
は
以
下
の
と
お
り
。

全
国
連
合
小
学
校
長
会
、
全
日
本
中
学
校
長
会
、

全
国
高
等
学
校
長
協
会
、
全
国
国
公
立
幼
稚
園
長
会
、

全
国
特
殊
学
校
長
会
、
全
日
本
私
立
幼
稚
園
連
合
会
、

日
本
私
立
小
学
校
連
合
会
、
日
本
私
立
中
学
高
等
学

校
連
合
会
、
都
道
府
県
教
育
長
協
議
会
、
全
国
市
町

村
教
育
委
員
会
連
合
会
、
日
本
P
T
A
全
国
協
議
会
、

全
国
高
等
学
校
P
T
A
連
合
会
、
日
本
教
職
員
組
合
、

全
日
本
教
職
員
組
合
、
全
日
本
教
職
員
連
盟
、
日
本

高
等
学
校
教
職
員
組
合
(
右
派
)
、
国
立
大
学
協
会
、

経

済

団

体

連

合

会

(

大

西

歩

)

(縮小コピー)

4 
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-
高
校
長
協
会
家
庭
部
会
と
い

日

文

部

省

は

今

一
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一
、
全
国
高
等
学
校
長
協
会
家
庭
部
会
は
、
「
会
報

第
八
七
号
」
(
平
成
八
年
五
月
)
に
よ
る
と
、
学
校

完
全
週
五
日
制
に
向
け
て
の
中
教
審
、
教
課
審
の
審

議
に
関
し
て
、
「
家
庭
科
男
女
必
履
修
の
意
義
が
十

分
生
か
さ
れ
る
教
育
課
程
に
す
る
よ
う
強
く
要
望
し

た
い
」
と
し
、
ま
た
、
同
会
調
査
で
明
ら
か
に
な
っ

た
「
老
朽
化
し
た
施
設
・
設
備
の
更
新
、
男
子
生
徒

に
も
適
合
す
る
設
備
、
狭
陸
な
実
習
室
の
改
善
、
実

習
に
お
け
る
班
別
学
習
の
導
入
な
ど
の
諸
条
件
の
整

備
・
拡
充
に
取
り
組
む
こ
と
」
が
平
成
七
年
十
月
総

会
で
理
事
長
挨
拶
の
中
で
語
ら
れ
た
。
ま
た
富
山
県

家
庭
科
教
育
振
興
会
会
長
は
、
北
京
の
「
世
界
女
性

会
議

N
G
O
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に
参
加
し
、
「
平
等
・

開
発
・
平
和
を
テ

l
マ
に
、
女
性
の
地
位
向
上
の
た

め
に
、
男
女
が
共
に
人
間
と
し
て
尊
重
し
あ
う
、
男

女
共
生
社
会
の
実
現
を
図
る
こ
と
が
最
も
必
要
と
し

て
お
り
、
そ
の
こ
と
に
取
り
組
む
世
界
的
潮
流
に
胸

を
あ
つ
く
し
て
帰
富
し
た
」
と
述
べ
、
社
会
的
状
況

の
変
化
で
家
庭
も
変
化
せ
ざ
る
を
得
な
い
、
そ
れ
に

伴
っ
て
家
庭
科
教
育
の
内
容
も
変
化
し
て
い
る
と
同

総
会
で
語
っ
て
い
る
。

平
成
八
年
五
月
の
研
究
協
議
会
で
は
、
学
習
指
導

要
領
の
次
期
改
訂
に
つ
い
て
、
普
通
教
育
の
家
庭
科

的
、
創
造
的
な
教
科
で
あ
る
と
い
え
る
。
」
と
述
べ

て
い
る
。
ま
た
、
河
野
教
科
調
査
官
は
「
完
全
週
五

日
制
を
前
提
と
し
た
場
合
、
学
校
、
地
域
の
役
割
に

家
庭
科
と
い
う
こ
と
が
で
て
こ
な
い
の
で
あ
る
。
家

庭
の
教
育
力
の
低
下
か
ら
学
校
教
育
の
家
庭
科
を
見

直
す
と
い
う
こ
と
の
中
で
家
庭
科
は
男
女
必
履
修
と

な
っ
た
の
で
あ
る
。
:
:
:
行
政
の
継
続
性
に
つ
い
て

考
え
た
い
。
教
課
審
で
検
討
し
て
い
る
よ
う
な
こ
と

; 1996年度会計中間報告(2月5日現在) i 
榎本稲子 E

収入の部

に
つ
い
て
次
の
要
望
を
検
討
し
て
い
る
。
①
小
中
高

の
一
貫
し
た
教
育
⑦
男
女
必
履
修
と
専
門
教
育
に

お
け
る
目
標
の
違
い
の
明
確
化
③
四
単
位
確
保
、

等。一
一
、
、
全
国
高
等
学
校
長
協
会
家
庭
部
会
「
会
報
第

八
七
号
(
平
成
八
年
五
月
)
お
よ
ぴ
第
八
八
号
(
平

成
八
年
十
一
月
)
」
に
よ
る
と
文
部
省
が
家
庭
科
の

履
修
が
困
難
な
学
校
に
つ
い
て
調
査
を
し
た
と
こ

ろ
、
平
成
七
年
度
入
学
生
が
卒
業
ま
で
に
家
庭
科
の

四
単
位
履
修
が
困
難
な
学
校
は
、
公
立
高
校
で
は
、

三
・
三
六
%
、
私
立
に
つ
い
て
は
、
二
二
・
八
五
%

が
履
修
困
難
と
回
答
し
た
。
公
立
に
お
け
る
そ
の
理

由
は
、
一
四
O
校
中
一
三

O
校
が
、
資
格
取
得
の
た

め
と
し
、
残
り
十
校
は
、
施
設
・
設
備
が
整
わ
な
い

た
め
と
回
答
し
た
。
私
立
に
お
い
て
は
、
施
設
・
設

備
の
関
係
や
教
員
配
置
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
前

年
度
が
、
三
六
%
で
あ
っ
た
の
で
、
徐
々
に
取
り
組

ま
れ
て
い
る
と
見
て
い
る
。
も
っ
と
も
履
修
の
多
い

科
目
は
、
「
家
庭
一
般
」
で
、
七
七
・
八
%
、
「
生
活

一
般
」
が
一
七
・
二
%
、
「
生
活
技
術
」
は
一
・

七
%
で
あ
っ
た
。

資
格
取
得
の
た
め
に
四
単
位
の
履
修
が
困
難
な
点

に
関
連
し
て
、
河
野
教
科
調
査
官
は
「
工
業
科
で
の

家
庭
科
の
一
単
位
減
に
つ
い
て
は
弾
力
的
に
考
え
る

こ
と
も
可
と
し
た
が
、
こ
れ
は
資
格
取
得
に
関
わ
り

ゃ
む
を
得
な
い
も
の
に
つ
い
て
と
い
う
こ
と
で
、
平

が
、
す
で
に
中
教
審
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ

と
は
今
後
ど
の
よ
う
な
形
で
教
育
課
程
審
議
会
を
動

か
し
て
学
習
指
導
要
領
を
改
訂
し
て
い
く
の
か
大
変

不
安
に
思
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。
:
:
:
こ
の
際
に
家
庭

科
が
人
聞
が
人
間
ら
し
く
生
き
る
た
め
の
教
科
で
あ

る
こ
と
を
各
方
面
に
紹
介
、
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
た
だ

き
た
い
。
」
と
ま
だ
ま
だ
中
教
審
・
教
課
審
へ
の
働

き
か
け
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
。
(
芦
谷
薫
)

項 目 決算額 予算額 比較増減

前年度繰越 112，317 112，317 O 

~ 費 401，500 440，000 ム38，500

集会参加費 129，000 100，000 29，000 

雑 収 入 25，550 97，683 ム72，133
之ロ為 計 668，367 750，000 ム81，633

集 ~ 、 費 68，966 70，000 ム1，034

lZL Z IOOn 刷 費 178，422※ 192，000 ム13，578

報
送 料 40，000※ 46，800 ム6，800

運 搬 費 O 5，000 ム5，000
費 計 218，422 243，800 ム25，378

高差 アルバイト費 260，000※ 260，000 O 

持 事務所借料費 84，000※ 84，000 O 
費 計 344，000 344，000 O 

分 担 ノ主¥ 15，000 15，000 O 

通信連絡費 53，020 55，000 ム1，980

事務・消耗品費 12，000 20，000 ム8，000

予 備 費 7，500 200 5，300 
Z口h 計 718，908 750，000 ム31，092

支出の部

(収入)668，367円一(支出)718，908円=-50，541円

ム…予算より減 ※…予定額を含む

成
五
年
三
月
八
日
に
通
知
し
た
。
教
育
課
程
は
学
校

長
が
編
成
す
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
弾
力
化
の
方
向

が
進
学
指
導
に
傾
斜
す
る
こ
と
は
趣
旨
に
反
す
る
と

い
う
こ
と
で
、
ま
た
家
庭
科
の
み
が
対
象
と
な
る
の

は
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
」
と
平
成
七
年

十
月
の
高
校
長
協
会
家
庭
部
会
・
研
究
協
議
会
で
述

べ
た
。
ま
た
平
成
八
年
二
月
間
・
研
究
協
議
会
お
よ

び
五
月
間
・
総
会
に
お
い
て
、
文
部
省
初
等
中
等
教

育
局
職
業
教
育
課
長
池
田
氏
は
、
「
私
も
い
く
つ
か

の
授
業
を
見
せ
て
い
た
だ
い
た
。
皆
生
き
生
き
と
し

た
実
践
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
。
一
部
に
は
A

四
単

位
履
修
に
つ
い
て
の
弾
力
化
を
と
の
声
も
聞
か
れ
る

が
、
私
の
見
る
限
り
で
は
男
子
も
十
分
に
が
ん
ば
っ

て
お
り
、
今
後
は
、
定
着
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
と
考

え
る
。
」
「
一
部
で
家
庭
科
の
単
位
減
の
声
も
あ
る
が

こ
の
姿
を
見
る
と
今
後
も
確
実
に
実
施
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。
私
学
の
一
部
に
お
い
て
は
特
別
扱
い
し

て
も
よ
い
の
で
は
と
い
う
男
子
校
か
ら
の
話
も
あ
る

が
、
正
当
な
理
由
の
な
い
と
こ
ろ
へ
は
き
ち
ん
と
指

導
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。
」
「
現
在
中
教
審
で
審
議

さ
れ
て
い
る
週
五
日
制
に
つ
い
て
は
、
教
育
課
程
全

般
に
わ
た
っ
て
検
討
さ
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
今
は
家

庭
が
本
来
の
機
能
を
回
復
す
る
た
め
の
教
育
が
必
要

で
あ
る
。
人
生
八
十
年
を
生
き
抜
く
力
と
高
齢
化
社

会
を
支
え
、
情
報
化
社
会
の
中
で
適
切
な
情
報
を
活

用
で
き
る
よ
う
な
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
野
に
立
っ
た
生

活
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
も
家
庭
科
は
実
践

....-ーーーーーー・ーーーーー値ーーーーーーーー・官

iまに決 送字 l 
iすっ算会りに会1
o いと報くな費!
! て四はだっ未!
! は月こさて納 l
i 、ーれし:ぃ分 i
l ま日で v まが i
! と以最 す多 1
1 ま降後 。ぃ l
i りので また 1
1 次残す だめ 1
1 第務が の

計 1，647，530円 i 報処. 方般 i
i 告理 '96 は会i

残高 1，日0，034円 i いの年 す計!

食このあと、本の製作のため高額の支出があります。製作費を負担 i た会度 ぐは i
して定価をおさえます。本を贈呈することも予定しています。 i し計の お赤 I

L___・---ーーー・嗣ーーーーーー・ーー__.J

部

810円

56，686円

57，496円

の

> 

送料

新しい本編集費

計

<パンフレッ卜会計(含書籍分)

出支収入の部

前年度繰越 110，378円

売上 43，630円

雑収入(利息 22円

計1，147，530円

エイボン教育賞副賞 500，000円
(9 -10ページ参照)
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一
こ
の
プ
ラ
ン
を
生
か
そ
う
!
一

日
男
女
共
同
参
画
2
0
0
0
年
プ
ラ
ン

U

一
ー
男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成
の
叫

川
促
進
に
関
す
る
平
成
ロ
年
度
ま
で
の
日

目

圏

内

行

動

計

画

l

u

半
固
た
つ
子
山

H--=-一一
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国
連
を
中
心
と
し
た
世
界
規
模
の
動
き
と
軌
を
一

に
し
て
、
政
府
は
国
内
行
動
計
画
を
策
定
し
、
そ
の

改
定
も
行
っ
て
き
た
。
平
成
六
年
に
は
婦
人
問
題
企

画
推
進
本
部
を
改
組
し
、
首
相
を
本
部
長
、
官
房
長

官
・
女
性
問
題
担
当
大
臣
を
副
本
部
長
と
し
、
全
閣

僚
を
構
成
員
と
す
る
男
女
共
同
参
画
推
進
本
部
を
設

置
、
首
相
の
諮
問
機
関
と
し
て
男
女
共
同
参
画
審
議

会
を
置
い
た
。
同
年
八
月
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の

形
成
に
向
け
て
幻
世
紀
を
展
望
し
た
総
合
的
ビ
ジ
ョ

ン
に
つ
い
て
諮
問
を
受
け
た
同
審
議
会
は
、
広
く
国

民
の
声
を
聞
く
た
め
に
、
論
点
を
整
理
し
て
一
昨
年

十
二
月
公
表
。
各
方
面
の
意
見
・
要
望
を
取
入
れ
、

お
お
む
ね

2
0
1
0
年
ま
で
を
念
頭
に
、
昨
年
七
月

「
男
女
共
同
参
画
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
答
申
し
た
。

一
方
、
第
四
回
世
界
女
性
会
議
で
「
北
京
宣
言
及

び
行
動
綱
領
」
が
採
択
さ
れ
、

2
0
0
0
年
に
向
け

て
取
組
む
べ
き
優
先
順
位
を
示
し
た
上
で
、
そ
の
実

施
に
向
け
、
各
国
が

1
9
9
6
年
末
ま
で
に
自
国
の
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一
九
九
六
年
度
エ
イ
ボ
ン
女
性
賞
の
教
育
賞
を
半

田
た
つ
子
さ
ん
が
受
賞
さ
れ
、
そ
の
贈
呈
式
が
昨
年

十
月
三
十
日
、
キ
ャ
ピ
ト
ル
東
急
で
盛
大
に
聞
か
れ

ま
し
た
。
受
賞
理
由
は
も
ち
ろ
ん
「
家
庭
科
の
男
女

共
修
を
す
す
め
る
会
」
の
世
話
人
と
し
て
、
「
家
庭

科
教
育
」
の
編
集
長
と
し
て
、
ま
た
み
ず
か
ら
ウ
イ

書
房
を
設
立
し
て
「
宅
内
」
誌
を
発
刊
、
家
庭
科
共

修
と
い
う
切
り
口
を
通
し
て
、
こ
の
社
会
の
再
生
に

向
け
て
提
言
し
つ
づ
け
た
功
績
に
対
す
る
も
で
す
。

ご
承
知
の
よ
う
に
、
家
庭
科
の
男
女
共
修
を
す
す

め
る
会
は
、
目
標
を
達
成
し
て
解
散
し
ま
す
。
専
門

家
ば
か
り
で
な
く
、
故
市
川
房
枝
さ
ん
は
じ
め
、
家

庭
科
の
今
日
的
意
義
を
認
識
し
、
そ
の
共
修
こ
そ
ジ

エ
ン
ダ

l
社
会
の
枠
組
を
変
更
し
、
生
活
の
質
を
高

め
る
鍵
と
し
て
、
活
動
に
参
加
す
る
市
民
が
数
多
か

っ
た
こ
と
が
特
徴
的
で
す
。
半
田
さ
ん
は
い
つ
も
そ

の
中
核
に
あ
っ
て
、
家
庭
科
の
内
部
か
ら
家
庭
科
を

変
え
る
、
と
い
う
最
も
む
ず
か
し
い
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を

み
ご
と
に
守
り
通
し
ま
し
た
。
市
民
運
動
と
い
う
幅

行
動
計
画
を
作
る
こ
と
を
求
め
た
。

「
参
画
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
受
け
た
政
府
は
、
昨
年
九

月
、
有
識
者
や
各
団
体
の
代
表
者
か
ら
成
る
、
男
女

共
同
参
画
連
携
会
議
(
え
が
り
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
)

を
発
足
さ
せ
、
同
会
議
は
、
十
二
月
十
二
日
み
だ
し

の
「
プ
ラ
ン
」
を
答
申
、
十
三
日
の
閣
議
で
決
定
し

た。
十
二
月
二
十
五
日
、
総
理
府
で
聞
か
れ
た
説
明
会

で
共
同
参
画
室
の
名
取
は
に
わ
室
長
は
「
論
点
整
理

公
表
の
十
二
月
か
ら
翌
年
二
月
ま
で
、
千
百
件
以
上

の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
。
『
プ
ラ
ン
」
は
北
京
会
議

行
動
綱
領
と
一
般
公
募
し
た
意
見
に
基
本
を
置
い

た
」
と
強
調
、
会
場
か
ら
の
評
価
の
声
も
高
か
っ
た
。

今
後
も
「
え
が
り
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
活
動
を

通
し
て
広
く
意
見
交
換
・
広
報
・
啓
発
を
行
い
、
地

方
公
共
団
体
や

N
G
O
と
連
携
し
、
会
議
や
催
し
を

通
し
て
意
識
の
浸
透
を
図
る
。
市
町
村
が
男
女
共
同

参
画
宣
言
都
市
に
な
る
こ
と
を
推
奨
し
、
宣
言
都
市

を
継
続
的
に
支
援
す
る
と
い
う
。

内
容
も
政
策
・
方
針
決
定
過
程
へ
の
女
性
の
参
画

を
、
お
よ
そ
十
年
で
却
%
に
、

2
0
0
0
年
ま
で
の

な
る
べ
く
早
い
時
期
に
却
%
を
達
成
で
き
る
よ
う
努

め
る
、
な
ど
具
体
的
で
あ
り
、
無
償
労
働
、
介
護
保

険
制
度
、
売
買
春
、
セ
ク
、
ン
ユ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
な
ど
に
言
及
。
メ
デ
ィ
ア
が
女
性
の
性
的
側
面
を

強
調
す
る
問
題
や
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
の
ル

l
ル

を
確
立
す
る
こ
と
、
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
プ
・
ヘ
ル

広
い
ひ
ろ
が
り
で
男
性
の
賛
同
者
が
少
な
く
な
か
っ

た
こ
と
、
国
際
婦
人
年
以
来
の
女
性
解
放
運
動
が
追

い
風
と
な
っ
た
こ
と
、
と
く
に
女
子
差
別
撤
廃
条
約

第
一

O
条
が
キ
メ
手
と
な
っ
た
こ
と
、
な
ど
こ
の
活

動
は
ま
さ
に
時
代
に
適
っ
た
も
の
で
し
た
。
時
代
の

水
路
を
聞
き
な
が
ら
、
時
代
を
先
取
り
し
、
新
し
い

時
代
を
つ
く
る
人
々
と
共
に
歩
ん
で
い
き
ま
し
た
。

と
は
い
え
、
い
つ
の
時
代
も
ま
た
ど
ん
な
分
野
で

あ
っ
て
も
、
最
も
頑
迷
固
阻
な
の
は
、
そ
の
内
部
に

い
る
人
々
で
す
。
校
長
会
の
家
庭
部
会
、
そ
の
背
後

の
文
部
省
、
そ
の
仲
間
の
高
校
P
T
A
な
ど
の
最
後

ま
で
の
抵
抗
は
す
さ
ま
じ
い
も
の
で
し
た
。
家
庭
科

の
当
事
者
と
し
て
、
内
部
か
ら
問
題
提
起
し
、
こ
の

会
の
中
心
と
な
っ
た
半
田
た
つ
子
さ
ん
、
現
職
教
員

と
し
て
現
場
の
声
の
ま
と
め
役
を
果
た
し
た
和
田
典

子
さ
ん
は
じ
め
、
家
庭
科
ご
出
身
の
世
話
人
の
方
々

に
あ
ら
た
め
て
敬
意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

半
田
た
つ
子
さ
ん
が
「
家
庭
科
教
育
」
編
集
長
だ

っ
た
時
代
に
、
私
は
一
執
筆
者
と
し
て
声
を
掛
け
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
世
話
人
の
方
な
ら
だ
れ
で
も
ご

存
じ
の
「
水
茎
の
あ
と
麗
し
く
一
と
い
う
美
し
い
文

字
で
(
実
際
は
毛
筆
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
)
、

便
筆
何
枚
も
に
い
っ
ぱ
い
の
熱
意
あ
ふ
れ
る
依
頼
状

を
頂
戴
し
ま
し
た
。
ま
る
で
ラ
ブ
・
レ
タ
ー
で
も
い

た
だ
い
た
よ
う
に
胸
が
と
き
め
い
た
の
を
昨
日
の
よ

う
に
覚
え
て
い
ま
す
。
若
さ
の
せ
い
も
あ
り
ま
す
が
、

ス
/
ラ
イ
ツ
、

H
I
V
/
エ
イ
ズ
等
々
、
今
日
的
課

題
に
目
配
り
し
て
い
る
。
教
育
で
は
「
初
等
中
等
教

育
の
充
実
」
の
具
体
的
施
策
の
中
に
「
家
庭
科
教
育

の
充
実
」
と
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
家
庭
科
教
育
に
つ
い
て
は
、
平
成
元
年
3
月
改
訂

の
学
習
指
導
要
領
に
基
づ
き
、
男
女
が
協
力
し
て
家

庭
生
活
を
築
い
て
い
く
と
い
う
視
点
に
立
っ
て
教
育

内
容
の
改
善
・
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
高
等
学
校

の
家
庭
科
に
つ
い
て
は
、
社
会
の
変
化
や
女
子
差
別

撤
廃
条
約
の
批
准
に
対
応
す
る
た
め
、
平
成
六
年
度

新
入
生
よ
り
男
女
と
も
す
べ
て
の
生
徒
に
履
修
さ
せ

る
よ
う
改
善
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の
趣
旨
の
徹

底
や
教
員
研
修
の
充
実
、
施
設
や
設
備
の
整
備
・
充

実
等
に
努
め
る
」
(
個
別
の
教
科
へ
の
言
及
は
、
家

庭
科
の
み
)

今
、
剖
世
紀
初
頭
を
め
ざ
す
学
校
五
日
制
完
全
実

施
を
め
ぐ
っ
て
、
教
科
の
統
合
や
時
間
数
な
ど
様
々

に
取
沙
汰
さ
れ
て
い
る
。
私
達
は
「
プ
ラ
ン
」
の
性

格
や
位
置
付
け
を
理
解
し
、
政
府
が
最
重
要
課
題
と

し
て
提
起
し
た
「
プ
ラ
ン
」
を
、
足
下
か
ら
崩
さ
せ

な
い
行
動
を
と
る
べ
き
だ
と
思
う
。
狭
い
視
野
か
ら

家
庭
科
の
時
間
数
減
や
選
択
教
科
化
を
阻
止
す
る
だ

け
の
行
動
を
、
私
個
人
は
し
た
く
な
い
。
か
つ
て
家

庭
科
選
択
者
の
減
少
に
危
機
感
を
抱
い
た
家
庭
科
教

師
が
「
女
子
必
修
」
の
枠
を
は
め
て
安
定
さ
せ
た
轍

を
踏
み
た
く
な
い
。
「
プ
ラ
ン
」
を
強
力
な
武
器
と

し
て
生
か
す
行
動
こ
そ
が
必
要
だ
と
思
う
。

半
田
さ
ん
の
誠
意
あ
ふ
れ
る
名
文
と
、
こ
れ
か
ら
何

か
新
し
い
時
代
が
始
ま
る
と
い
う
確
か
な
予
感
が
あ

っ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
あ
れ
か
ら
半
田
さ
ん
ご

自
身
の
人
生
に
、
公
私
と
も
に
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。
私
財
を
投
じ
て
「
ぞ
と
誌
を
創
刊

し
、
追
い
風
と
は
言
い
な
が
ら
き
び
し
い
経
営
の
中

で
、
全
国
の
仲
間
の
よ
り
所
と
な
っ
て
下
さ
い
ま
し

た
。
よ
き
理
解
者
で
あ
っ
た
ご
夫
君
を
亡
く
さ
れ
た

悲
し
み
の
淵
に
、
半
田
さ
ん
自
身
今
も
沈
ん
で
お
ら

れ
ま
す
。
そ
の
中
で
家
庭
科
の
男
女
共
修
運
動
の
シ

ン
ボ
ル
と
し
て
半
田
さ
ん
が
受
賞
さ
れ
た
こ
と
、
皆

様
と
と
も
に
心
よ
り
お
祝
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

エ
イ
ボ
ン
女
性
賞
は
、
大
賞
の
ほ
か
功
績
賞
、
教

育
賞
、
芸
術
賞
、
ス
ポ
ー
ツ
賞
の
各
分
野
で
活
躍
し

た
女
性
に
贈
ら
れ
ま
す
。
私
は
三
年
前
か
ら
こ
の
審

査
(
六
名
の
女
性
の
一
人
)
に
あ
た
ら
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
が
、
こ
と
し
教
育
賞
で
は
こ
の
方
し
か

い
な
い
、
と
い
う
満
場
一
致
で
半
田
さ
ん
に
決
定
し

ま
し
た
。
文
字
ど
お
り
女
性
に
よ
る
女
性
の
た
め
の

女
性
の
賞
で
、
ま
こ
と
に
ふ
さ
わ
し
い
方
が
選
ば
れ

た
と
思
い
ま
す
。
こ
の
賞
の
特
徴
は
、
受
賞
者
へ
の

賞
金
と
同
額
(
五
O
万
円
)
が
受
賞
者
の
指
定
す
る

団
体
、
組
織
へ
も
贈
ら
れ
る
こ
と
で
す
。
半
田
さ
ん

は
家
庭
科
の
男
女
共
修
を
す
す
め
る
会
を
指
定
さ

れ
、
活
動
記
録
出
版
の
一
助
と
な
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
半
田
さ
ん
に
あ
ら
た
め
て
御
礼
申
し
上
げ
た
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い
と
思
い
ま
す
。

受
賞
当
日
、
半
田
さ
ん
は
濃
い
グ
リ
ー
ン
の
ロ
ン

グ
・
ド
レ
ス
に
ラ
メ
の
ス
ト
ー
ル
を
掛
け
て
、
終
始

と
て
も
美
し
く
、
優
雅
で
、
ユ
ー
モ
ラ
ス
で
、
堂
々

と
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
活
動
内
容
を
ご
紹

介
す
る
ビ
デ
オ
で
、
半
田
さ
ん
が
共
修
経
験
を
し
た

男
子
高
校
生
の
感
想
と
し
て
「
男
は
仕
事
女
は
家
庭

と
い
う
の
は
法
律
で
決
ま
っ
て
い
る
の
か
と
思
っ

た
」
と
い
う
あ
た
り
で
は
場
内
に
笑
い
が
あ
ふ
れ
ま

し
た
。審
査
委
員
の
中
で
の
役
割
は
輪
番
制
な
の
で
全
く

の
偶
然
で
す
が
、
今
回
は
私
が
賞
状
を
読
み
上
げ
贈

呈
す
る
役
割
で
し
た
。
半
田
さ
ん
の
お
名
前
と
家
庭

科
共
修
へ
の
貢
献
を
讃
え
る
文
言
を
読
み
上
げ
、
半

田
さ
ん
の
瞳
を
見
つ
め
な
が
ら
お
渡
し
す
る
と
い
う

光
栄
を
担
え
て
、
つ
く
づ
く
幸
せ
で
し
た
。
成
功
裡

に
終
わ
っ
た
こ
の
活
動
を
讃
え
合
い
、
半
田
さ
ん
の

業
績
を
た
た
え
、
未
来
を
拓
く
力
に
な
っ
た
こ
と
を

心
よ
り
喜
び
な
が
ら
、
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す。
男
女
共
同
参
画
二

0
0
0
年
プ
ラ
ン

(
8
ペ
ー

ジ
参
照
)
は
、
政
府
刊
行
物
を
扱
う
庖
で
買
え
ま

す
。
前
に
審
議
会
が
出
し
た
男
女
共
同
参
画
ビ
ジ

ョ
ン
と
一
冊
に
な
っ
て
い
て
千
円
で
す
。

ん
が
、
こ
ん
な
こ
と
を
話
し
た
。
初
め
て
の
妊
娠
の

時
は
ア
メ
リ
カ
で
暮
ら
し
て
い
た
。
夫
婦
そ
ろ
っ
て

病
院
に
行
く
の
が
当
り
前
、
医
師
は
夫
に
向
か
っ
て

注
意
事
項
な
ど
を
話
す
。
九
か
月
で
帰
国
し
た
と
こ

ろ
、
日
本
の
医
者
は
「
お
母
さ
ん
、
お
母
さ
ん
」
を

連
発
す
る
。
初
め
は
自
分
の
こ
と
と
思
え
な
か
っ
た
。

夫
は
側
に
い
る
の
に
無
視
さ
れ
、
む
く
れ
て
し
ま
っ

た
。
あ
あ
、
こ
れ
が
日
本
だ
!
と
思
っ
た
。
で
も

こ
れ
か
ら
は
変
わ
り
ま
す
ね
、
と
。

運
動
成
就
の
喜
び
を
共
感
し
て
下
さ
る
方
々
の
中

に
は
、
初
め
て
言
葉
を
交
わ
す
例
え
ば
下
重
暁
子
さ

ん
な
ど
も
い
て
、
男
女
共
修
の
家
庭
科
の
誕
生
を
、

意
外
と
思
う
方
々
も
心
か
ら
祝
福
し
て
下
さ
っ
た
。

運
動
の
普
遍
性
を
実
感
で
き
、
幸
せ
が
倍
増
し
た
。

私
が
も
し
、
家
事
・
裁
縫
の
好
き
な
生
徒
だ
っ
た

ら
、
先
生
が
憧
れ
の
職
業
だ
っ
た
ら
、
女
子
必
修
家

庭
科
を
教
え
る
こ
と
に
疑
問
を
持
っ
た
だ
ろ
う
か
?

嫌
い
だ
っ
た
か
ら
、
そ
れ
を
教
え
る
自
分
を
肯
定
す

る
た
め
に
道
を
捜
し
た
。
や
が
て
家
庭
科
に
は
他
教

科
に
は
な
い
「
何
か
」
が
あ
る
と
確
信
、
そ
れ
を
つ

き
と
め
よ
う
と
し
た
。
発
見
し
た
「
何
か
」
に
世
の

理
解
を
得
、
制
度
を
変
え
る
の
に
羽
年
か
か
っ
た
。

後
半
は
仲
間
と
と
も
に
、
幸
い
追
風
も
吹
き
、
楽
し

い
道
程
だ
っ
た
。
中
嶋
里
美
さ
ん
の
「
共
修
運
動
の

フ
ィ
ナ
ー
レ
」
と
の
言
葉
が
う
れ
し
い
。

逆
境
の
中
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
生
ま
れ
、
苦
境
の
中
に

唱-一一一一一
.
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ボ
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岨
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一
九
四
三
年
秋
、
苛
酷
な
戦
況
下
、
若
者
を
一
年

で
も
早
く
使
う
た
め
に
、
国
家
は
中
学
・
高
等
女
学

校
生
が
四
年
終
了
で
上
級
学
校
に
進
学
で
き
る
特
例

を
設
け
た
。
私
は
ち
ょ
う
ど
四
年
生
、
英
語
が
大
好

き
、
国
語
も
数
学
も
好
き
な
私
が
、
家
政
科
に
進
学

し
て
し
ま
っ
た
の
は
、
こ
の
制
度
に
よ
っ
て
現
実
を

脱
出
し
た
か
っ
た
か
ら
だ
。
戦
時
下
に
も
青
春
の
懐

疑
は
あ
り
、
私
は
自
分
を
も
て
あ
ま
し
て
い
た
。

日
本
女
子
大
に
進
ん
だ
私
は
、
す
ぐ
後
悔
し
た
。

家
政
学
は
「
学
」
の
名
に
値
し
な
い
と
思
っ
た
。
敗

戦
の
日
を
境
に
、
思
想
を
一
八

O
度
変
え
た
教
師
を

軽
蔑
し
、
「
先
生
」
に
だ
け
は
な
る
ま
い
と
決
意
し

て
も
い
た
。
「
{
家
庭
科
の
先
生
」
は
、
私
の
人
生
の

青
写
真
に
、
チ
ラ
と
も
存
在
し
な
か
っ
た
。

不
在
地
主
の
た
め
、
家
族
が
引
上
げ
て
い
た
父
の

郷
里
に
連
れ
て
い
か
れ
て
、
や
む
な
く
「
先
生
」
に

な
っ
た
時
「
生
徒
に
ウ
ソ
を
つ
か
な
い
教
師
」
で
あ

り
た
い
と
自
分
に
誓
っ
た
。
魅
力
の
乏
し
い
家
政
学

宝
が
潜
む
。
仲
間
と
と
も
に
そ
う
思
え
る
こ
と
が
何

よ
り
も
う
れ
し
い
。

リ
山
+
」
匹
、

1
l
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「
お
し
ゃ
れ
工
房
」
に
一

出
演
し
て
一

議
部
幸
江
町

こ
の
番
組
が
、
女
性
向
け
の
教
養
番
組
で
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U
H
V
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物
作
り
を
紹
介
す
る
も
の
だ
と
思
っ
て
い
た
が
、

キ
ス
ト
を
見
て
、

ス
キ
ー
や
個
人
輸
入
の
ノ
ウ
ハ
ウ

な
ど
が
あ
り
、

時
代
が
変
わ
っ
て
き
て
い
る
の
を
、

ま
ず
感
じ
た
。

「
中
学
校
で
製
作
を
し
て
い
る
こ

で
あ
る
か
ら
、

と
、
男
子
も
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
」
を
ぜ
ひ
紹
介

し
た
い
と
い
う
申
し
出
に
、
私
か
ら
も
ぜ
ひ
出
た
い

と
返
事
を
し
た
の
で
あ
る
。

放
映
は
、

そ
ろ
い
手
守
つ
く
り
下
着
」
。

テ
ー
マ
は
「
彼
と
お

チ
l
フ
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ

一
月
二
十
八
日
。

lま

女
性
の
方
で
、

こ
の
テ

l
マ
で
は
、
単
に
ト

ラ
ン
ク
ス
の
縫
い
方
の
紹
介
だ
け
で
な
く
、

下
着
の

変
遷
や
中
学
校
で
の
取
り
組
み
も
紹
介
し
て
、
内
容

に
広
が
り
を
持
た
せ
た
い
と
い
う
考
え
で
あ
っ
た
。

生
徒
や
私
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど
一
時
間
ほ
ど

を
薄
め
た
家
庭
科
を
教
え
る
わ
け
に
は
い
か
・
な
い
。

学
ぶ
に
値
す
る
家
庭
科
を
創
り
た
い
。
こ
れ
が
十
九

歳
の
私
の
出
発
点
、
だ
っ
た
。

一
九
九
六
年
エ
イ
ボ
ン
女
性
年
度
賞
「
教
育
賞
」

を
、
と
の
電
話
を
受
け
た
時
、
家
庭
科
男
女
共
修
の

実
現
に
対
し
て
な
ら
、
先
輩
の
和
田
典
子
さ
ん
に
、

ま
た
世
話
人
の
あ
の
方
、
こ
の
方
に
、
と
思
っ
た
。

が
そ
の
瞬
間
、
私
の
人
生
が
パ
ッ
と
浮
か
び
、
「
あ

り
が
と
う
ご
、
ざ
い
ま
す
」
と
返
事
を
し
て
い
た
。
望

ま
し
い
道
で
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
意
味
を
求
め
、
意

義
あ
る
も
の
に
し
た
く
て
ひ
た
す
ら
生
き
た
、
そ
の

こ
と
を
認
め
て
も
ら
っ
た
と
思
っ
た
。

教
育
賞
の
レ
リ
ー
フ
に
は
「
女
子
向
き
実
用
教
科

と
し
て
の
家
庭
科
の
固
定
観
念
を
砕
き
、
男
女
が
共

に
生
き
方
を
学
ぶ
教
科
と
す
る
視
点
で
却
余
年
に
百
一

り
尽
力
し
、
高
校
の
家
庭
科
男
女
共
修
を
実
現
さ
せ

た
啓
蒙
活
動
」
と
あ
る
。
女
性
の
役
割
を
家
庭
に
縛

り
つ
け
た
実
用
教
科
:
・
家
庭
科
を
、
人
間
ら
し
く
生

き
る
・
暮
ら
す
こ
と
を
学
ぶ
教
科
に
刷
新
し
た
、
と

の
受
賞
理
由
が
う
れ
し
い
。

叩
月
初
日
の
デ
ィ
ナ
ー
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に
は
、
会

の
仲
間
が
か
け
つ
け
て
く
れ
た
。

大
賞
を
受
賞
さ
れ
た
日
本
物
理
学
会
会
長
の
米
沢

冨
美
子
さ
ん
は
、
三
女
の
母
で
も
あ
っ
て
、
「
家
庭

科
男
に
も
!
」
に
強
く
共
感
さ
れ
た
の
は
当
然
だ
ろ

う
。
三
人
目
が
お
腹
に
い
る
芸
術
賞
の
藤
家
渓
子
さ

ア

か
け
て
録
画
撮
り
を
し
た
内
容
を
ど
の
よ
う
に
編
集

す
る
の
か
興
味
が
あ
っ
た
。
放
映
さ
れ
た
内
容
を
見

て、

N
H
K
も
努
力
し
て
い
る
な
あ
と
い
う
の
が
、

所
感
。
中
学
校
の
教
科
書
を
見
せ
な
が
ら
、
学
校
で

は
男
女
一
緒
に
シ
ョ
ー
ト
パ
ン
ツ
を
縫
っ
て
い
る
こ

と
、
手
づ
く
り
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
そ
れ
を
着

用
し
て
い
る
生
徒
た
ち
の
様
子
が
よ
く
撮
れ
て
い
た

こ
と
な
ど
、
中
学
校
の
家
庭
科
の
よ
い
宣
伝
に
な
っ

た
と
思
う
。
で
も
、
ね
ら
い
が
男
の
子
の
裁
縫
と
い

う
の
に
あ
っ
た
の
か
、
男
の
子
ば
か
り
が
強
調
さ
れ

て
し
ま
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
テ

1
マ
タ
イ
ト
ル
の
っ

け
方
が
、
彼
と
お
そ
ろ
い
手
作
り
下
着
と
あ
り
、
女

性
が
男
性
の
た
め
に
作
る
も
の
と
い
う
意
識
が
現
れ

て
い
た
こ
と
が
、
裁
縫
は
女
性
の
仕
事
と
い
う
固
定

観
念
か
ら
抜
け
出
せ
て
い
な
い
限
界
が
感
じ
ら
れ

る
。
し
か
し
、
司
会
者
が
、
お
裁
縫
は
女
性
の
仕
事

と
い
う
観
念
が
な
く
な
っ
て
い
く
の
は
い
い
で
す
ね

と
、
中
学
生
た
ち
の
様
子
を
見
て
言
っ
て
お
ら
れ
た

の
は
心
に
残
る
。

職
場
で
は
、
同
僚
や
保
護
者
、
生
徒
た
ち
、
多
く

の
人
た
ち
に
テ
レ
ピ
に
出
て
い
た
ね
と
声
を
か
け
ら

れ
た
。
そ
う
い
う
人
の
つ
な
が
り
も
う
れ
し
い
。

「，
E
E
'
E
E
B
'
B
I
t
t
a
a
E
'
B
E
E
Z
E
B
-
-
'
E
'
'
B
'
'
B
B
'
'
'
E
'
'
E
f
t
-
J

一
新
聞
、
放
送
な
ど
に
は
、
こ
れ
か
ら
も
積
極
一

一
的
に
働
き
か
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
(
編
集
部
)
一

「
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前
年
四
月
か
ら
明
年
二
月
ま
で
の
活
動
に
つ
い
て

簡
単
に
お
し
ら
せ
し
ま
す
。

。

今
年
は
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
各
委
員
会
を
中
心
に
関
係
方
面
へ
の
要
望
な
ど

は
活
発
に
続
け
ら
れ
ま
し
た
。

「
男
女
共
同
参
画
二

0
0
0
年
プ
ラ
ン
」

(
8
ペ

ー
ジ
参
照
)
が
出
た
時
は
、
男
女
共
同
参
画
室
の
名

取
は
に
わ
室
長
の
説
明
を
聞
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

各
委
員
会
で
0

フ
ラ
ン
に
つ
い
て
の
検
討
を
す
す
め
ま

す。

。

要
望
、
意
見
等
の
主
な
も
の
は

o
民
法
改
正
(
夫

婦
別
姓
、
非
摘
出
子
へ
の
差
別
を
な
く
す
な
ど
)

0

婦
人
少
年
室
の
存
続
0

「
従
軍
慰
安
婦
は
商
行
為
」

と
い
う
発
言
へ
の
抗
議

o
均
等
法
へ
の
意
見

o
N
H

K
へ
の
要
望
(
後
述
)

0

児
童
福
祉
法
(
性
的
搾
取

行
為
の
禁
止
を
盛
り
こ
む
)

O

総
選
挙
に
あ
た
り
、

女
性
の
当
選
を
確
保
す
る
よ
う
各
党
へ

o
女
性
問
題

世
話
人
，会』
:z:;;: 
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.tt:. ; 
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明
夏
号
で
報
告
し
た
あ
と
の
世
話
人
会
は
次
の
十

三
一
回
で
す
。

五
月
二
十
五
日
、
六
月
二
十
九
日
、
七
月
二
十
日
、

八
月
九
日
十
日
(
合
宿
)
、
九
月
二
十
八
日
、
十
月

一
日
、
十
月
十
九
日
、
十
一
月
一
三
十
日
、
十
二
月
二

十
三
日
、
一
月
十
八
日
、
二
月
八
日
、
三
月
一
目
、

三
月
二
十
九
日
。

十
一
月
ま
で
の
八
回
は
、
殆
ど
新
し
い
本
「
家
庭

科
、
男
も
女
も
!
」
を
つ
く
る
た
め
に
時
間
を
使
い

ま
し
た
。

五
月
、
六
月
に
は
本
の
内
容
、
体
裁
、
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
、
資
金
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
、
執
筆
に
か
か

れ
/
土
品

1
レ
れ
~
。

七
月
か
ら
十
月
ま
で
は
、
原
稿
を
持
ち
寄
っ
て
、

内
容
、
文
体
な
ど
の
調
整
を
続
け
ま
し
た
。

特
に
、
八
月
は
九
日
、
十
日
と
二
日
間
に
わ
た
っ

て
東
京
ウ
イ
メ
ン
ズ
プ
ラ
ザ
で
作
業
を
続
け
、
夜
は

近
く
の

N
H
K
青
山
荘
に
泊
り
こ
み
ま
し
た
。
こ
の

時
に
題
名
、
発
行
部
数
な
ど
を
決
定
し
ま
し
た
。

九
月
に
は
半
田
世
話
人
の
エ
イ
ボ
ン
教
育
賞
受
賞

の
報
が
入
り
、
副
賞
五
十
万
円
を
「
会
」
が
い
た
だ

担
当
大
臣
と
女
性
行
政
の
強
化

o
公
的
介
護
保
険
制

度
に
つ
い
て

o
新
教
育
課
程
に
つ
い
て
(
後
述
)
な

ど。

。

最
近
連
絡
会
で
大
き
く
話
題
に
な
っ
て
い
る
の
は

「
後
向
き
」
の
動
き
。
従
軍
慰
安
婦
の
こ
と
を
教
科

書
に
載
せ
る
な
と
い
う
動
き
は
新
聞
等
で
大
き
く
取

り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
夫
婦
別
姓
反
対
の
動
き

も
強
く
な
り
、
各
地
の
議
会
で
次
々
と
反
対
決
議
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
大
都
市
周
辺
で
は
推
進
決
議
も

あ
り
ま
す
が
こ
れ
は
全
く
の
少
数
派
で
す
。
こ
の
問

題
に
限
ら
ず
、
「
前
向
き
」
の
運
動
は
も
っ
と
強
め

な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

〈
教
育
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
委
員
会
〉

明
年
度
に
な
っ
て
、
座
長
が
「
会
」
の
和
田
典
子

世
話
人
か
ら
新
日
本
婦
人
の
会
の
井
上
美
代
さ
ん
に

交
替
、
梶
谷
が
参
加
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
に
関
連
し
て
は
、
十
月
三
日
に

N
H
K
会
長
を
訪
問
し
て
要
望
書
を
渡
し
、
女
性
を

差
別
す
る
表
現
を
な
く
す
こ
と
、
女
性
を
登
用
す
る

こ
と
、
女
性
の
意
見
を
十
分
取
り
入
れ
る
こ
と
等
を

求
め
ま
し
た
。

今
後
民
放
も
訪
問
す
る
予
定
で
、
各
局
の
番
組
を

手
分
け
し
て
チ
ェ
ッ
ク
す
る
と
と
も
に
、
要
望
内
容

の
検
討
を
始
め
て
い
ま
す
。

け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
本
の
こ
と
と
は
別
に
、

新
し
い
扶
轄
に
対
し
て
要
望
書
を
出
す
こ
と
を

九
月
の
世
話
人
会
で
決
め
ま
し
た
。

(
3
ペ
ー
ジ
参
照
)

十
月
に
は
、
三
月
に
本
を
発
行
す
る
こ
と
を
確
認
、

贈
呈
先
、
宣
伝
方
法
な
ど
の
検
討
を
始
め
ま
し
た
。

十
一
月
に
は
原
稿
は
す
べ
て
で
き
上
が
り
、
要
望

書
、
決
議
文
等
の
資
料
の
扱
い
に
つ
い
て
討
議
し
ま

し
た
。
始
め
は
な
る
べ
く
た
く
さ
ん
の
資
料
を
入
れ

た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
が
、
ペ
ー
ジ
数
が
多
く
な

り
す
ぎ
る
の
で
、
出
版
社
か
ら
は
資
料
集
を
別
冊
に

し
て
は
ど
う
か
と
い
う
提
案
が
あ
り
ま
し
た
が
、
討

議
の
結
果
、
予
算
や
販
売
の
こ
と
を
考
え
て
、
資
料

を
少
な
く
し
て
一
冊
に
ま
と
め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

十
一
月
か
ら
は
会
報
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
の
残
っ

て
い
る
も
の
を
ど
う
す
る
か
、
解
散
し
た
あ
と
も
ど

う
し
て
も
仕
事
が
残
る
の
で
そ
の
処
理
を
ど
う
す
る

か
、
な
ど
の
検
討
を
始
め
、
十
名
の
世
話
人
(
却
ペ

ー
ジ
参
照
)
が
残
務
処
理
に
あ
た
る
こ
と
を
十
二
月

に
決
定
し
ま
し
た
。

十
二
月
の
世
話
人
会
で
は
「
男
女
共
同
参
画
二

O

O
O年
プ
ラ
ン
」
に
、
家
庭
科
教
育
の
充
実
の
項
目

が
し
っ
か
り
入
っ
て
い
る
こ
と
を
喜
び
合
い
、
会
報

春
号
の
内
容
を
検
討
、
新
し
く
始
ま
っ
た
「
ジ
ェ
ン

ダ
!
と
表
現
の
会
」
、
こ
れ
か
ら
始
ま
る
「
男
女
平

等
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
(
の
ち
に
「
男
女
平
等
を
す

す
め
る
教
育
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と
改
称
)
の
紹

教
育
に
つ
い
て
は
、
七
月
の
中
教
審
第
一
次
答
申

を
検
討
し
た
の
ち
、
新
教
育
課
程
に
向
け
て
要
望
を

出
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。
文
部
大
臣
に
会
っ
て
要
望

す
る
つ
も
り
で
準
備
を
す
す
め
て
い
ま
し
た
が
結
局

面
会
は
で
き
ず
、
文
部
省
が
「
今
後
の
教
育
の
在
り

方
に
つ
い
て
」
意
見
を
募
集
し
て
い
た
の
で
そ
れ
に

応
募
す
る
か
た
ち
で

F
A
Xを
送
り
ま
し
た
。

要
望
し
た
項
目
は
次
の
通
り
で
す
。

一
、
人
権
・
平
等
・
平
和
を
基
本
に
す
え
て
、
社
会

の
主
権
者
と
し
て
「
生
き
る
力
」
を
培
う
こ
と
を

教
育
課
程
全
体
に
位
置
づ
け
る
こ
と
。

二
、
小
・
中
学
校
の
教
育
課
程
は
、
国
民
的
教
養
と

し
て
、
そ
の
基
礎
・
基
本
を
す
べ
て
の
児
童
・
生

徒
が
共
通
に
習
得
で
き
る
内
容
に
す
る
こ
と
。

三
、
教
育
課
程
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、
「
子
ど
も
の

権
利
条
約
」
の
理
念
が
全
課
程
に
位
置
づ
く
よ
う

に
す
る
こ
と
。

四
、
教
育
課
程
編
成
の
基
本
に
「
女
子
差
別
撤
廃
条

約
」
の
理
念
を
明
記
し
、
男
女
平
等
の
視
点
を
全

教
科
お
よ
び
教
科
外
活
動
に
明
確
に
位
置
づ
け
る

こ
と
。

五
、
学
校
教
育
の
「
ゆ
と
り
」
を
確
保
す
る
た
め
に

は
、
一
ク
ラ
ス
の
子
ど
も
の
数
を
減
ら
す
と
と
も

に
、
教
育
に
た
い
す
る
管
理
統
制
を
撤
廃
す
る
こ

シ」。

介
(
口

-
M
ベ
l
ジ
参
照
)
が
あ
り
ま
し
た
。
夜
は

「
望
年
会
」
と
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
料
理
の
テ
ー
ブ
ル

を
囲
ん
で
、
こ
れ
ま
で
の
運
動
を
振
り
返
り
な
が
ら

今
後
に
つ
い
て
も
話
し
合
い
ま
し
た
。

一
月
に
は
本
の
贈
呈
先
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
と

も
に
、
会
報
の
全
号
完
全
版
を
国
会
図
書
館
、
国
立

婦
人
教
育
会
館
、
市
川
-
記
念
館
資
料
室
に
贈
呈
す
る

こ
と
を
決
め
ま
し
た
。
会
報
最
終
号
と
前
年
度
会
計

に
つ
い
て
も
話
し
合
い
、
会
計
の
最
終
報
告
の
た
め

に
、
別
に
お
便
り
を
出
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、

教
課
審
が
意
見
を
募
集
し
て
い
る
の
で
、
ひ
と
り
ひ

と
り
が
意
見
を
出
そ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

一
一
月
に
は
教
課
審
の
審
議
状
況
が
特
に
話
題
に
な

り
ま
し
た
。
「
家
庭
科
を
選
択
に
」
と
い
う
声
が
高

P
連
か
ら
で
て
い
る
が
文
部
省
は
ど
う
思
っ
て
い
る

だ
ろ
う
か
と
話
し
合
い
、
之
主
と
し
て
は
「
二

O

O
O年
プ
ラ
ン
」
に
関
連
づ
け
て
家
庭
科
教
育
を
一

層
充
実
さ
せ
る
よ
う
要
望
書
を
出
す
こ
と
に
し
ま
し

た。

(
4
ペ
ー
ジ
参
照
)

三
月
の
世
話
人
会
で
は
よ
う
や
く
本
の
発
行
日
、

ペ
ー
ジ
数
、
値
段
な
ど
が
確
認
で
き
、
解
散
挨
拶
状

の
出
し
方
な
ど
も
き
ま
り
ま
し
た
。

記
録

芦
谷
薫
、
犠
部
幸
江
、
近
江
真
理
、

中
嶋
里
美
、
八
島
紀
子

梶
谷
典
子

記
録
・
ま
と
め

12 
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皆
様
は
こ
れ
か
ら
の
人
生
を
、
こ
れ
か
ら
の
日
本

の
社
会
、
教
育
、
家
庭
科
を
、
こ
れ
か
ら
の
運
動
を

ど
の
よ
う
に
思
い
描
い
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
?

「
会
」
の
解
散
に
あ
た
り
、
過
去
を
振
り
返
る
よ
り

未
来
を
み
つ
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

「
会
」
で
学
ん
だ
こ
と
を
心
に
と
め
て
青
山
和
世

い
ろ
い
ろ
な
考
え
方
の
人
た
ち
が
、
家
庭
科
の
男

女
共
修
を
実
現
し
た
い
と
い
う
熱
い
願
い
を
持
ち
続

け
て
、
こ
の
一
点
で
共
通
理
解
を
し
な
が
ら
行
動
し

て
き
た
。
一
つ
の
行
動
に
向
け
て
意
見
が
異
な
る
こ

と
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
議
論
を
尽
く
し

て
決
ま
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
速
や
か
に
行
動
に

移
る
こ
と
が
常
で
あ
っ
た
。

人
格
を
尊
重
し
つ
つ
行
わ
れ
る
こ
の
よ
う
な
過
程

が
私
に
と
っ
て
は
、
い
つ
も
感
動
の
連
続
で
あ
っ
た

の
だ
。「
会
」
で
学
ん
だ
こ
と
を
心
に
と
め
な
が
ら
、
こ

れ
か
ら
は
行
動
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

四
、
自
分
の
幸
せ
な
生
活
が
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
追

求
し
て
い
き
た
い
。

こ
う
考
え
で
き
た
ら
、
今
ま
で
と
変
っ
て
い
な
か

っれ~。共
修
家
庭
科
を
定
着
さ
せ
た
い

近
江
田
県
理

先
日
、
「
人
口
爆
発
は
何
を
問
う
」
と
い
う
新
聞

の
社
説
が
自
に
つ
い
た
。
一
人
当
た
り
の
エ
、
不
ル
ギ

!
消
費
量
は
、
日
本
は
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
六
二
倍

と
い
う
。
日
本
は
少
子
化
が
言
わ
れ
て
久
し
い
が
、

人
口
問
題
は
人
の
頭
数
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
一
人

当
た
り
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
が
環
境
に
与
え
る
影

響
、
つ
ま
り
消
費
爆
発
こ
そ
が
問
題
な
の
だ
。
い
わ

ゆ
る
先
進
諸
国
は
軒
並
み
一
人
当
た
り
の
消
費
量
が

多
い
。
利
便
性
や
効
率
性
を
優
先
し
、
自
国
の
エ
ゴ

だ
け
で
は
、
も
は
や
地
球
と
共
存
で
き
な
く
な
っ
て

し
ま
っ
て
い
る
。
個
人
の
消
費
生
活
が
大
き
く
社
会

と
関
連
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
な
が
ら
、
生
活
を
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
現
代
こ
そ
、
家
庭
科
を

男
も
女
も
学
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
。
必
修
教
科
と

し
て
位
置
づ
け
、
定
着
さ
せ
て
い
き
た
い
。

家
庭
科
を
教
育
の
中
心
に

香
川
敦
子

こ
れ
か
ら

「
家
族
に
頼
ら
な
い
生
き
方
」
が

で
き
る
社
会
に
し
た
い

石
川
由
紀

家
庭
が
崩
れ
て
い
く
、
と
嘆
く
人
が
多
い
。
そ
の

人
た
ち
の
い
う
家
庭
と
は
ど
ん
な
形
態
で
、
ど
ん
な

機
能
を
持
っ
た
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
私
の
推
測

す
る
と
こ
ろ
で
は
、
家
庭
内
役
割
分
業
が
き
ち
ん
と

で
き
て
い
て
、
各
自
が
そ
の
役
割
を
こ
な
し
て
い
れ

ば
、
と
て
も
よ
く
で
き
た
シ
ス
テ
ム
な
の
だ
ろ
う
。

核
家
族
化
、
少
子
化
の
中
で
、
私
は
そ
の
シ
ス
テ

ム
の
危
う
さ
を
知
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
し
て
現
実
と

は
合
わ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
法
律
を
、
意
識
を
変

え
な
け
れ
ば
、
と
切
実
に
思
っ
て
い
る
。
ど
の
よ
う

な
生
活
環
境
に
な
っ
て
も
、
人
と
し
て
の
尊
厳
を
保

っ
て
生
き
て
い
き
た
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
多
く
の

人
の
力
も
借
り
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
だ
か
ら
、
だ

れ
も
が
借
り
れ
る
シ
ス
テ
ム
作
り
を
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
る
。

家
庭
科
の
こ
れ
か
ら

犠
部
幸
江

中
学
校
で
は
、
技
術
・
家
庭
科
で
は
な
く
、
「
家

庭
科
」
で
存
在
し
、
専
任
の
教
員
が
必
ず
配
置
さ
れ
、

週
二
時
間
を
確
保
し
、
整
備
さ
れ
た
家
庭
科
室
で
、

家
庭
科
が
形
、
だ
け
は
普
通
の
教
科
に
な
っ
て
私
た

ち
は
運
動
の
幕
を
閉
じ
る
け
れ
ど
、
終
点
な
ど
と
は

と
ん
で
も
な
い
、
こ
れ
か
ら
、
こ
の
ひ
よ
わ
な
新
生

児
家
庭
科
を
か
か
え
て
、
日
本
の
教
育
は
荒
波
を
乗

り
切
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
も
今
ま
で
と
ち

が
っ
て
、
個
の
自
立
し
た
生
活
を
可
能
に
す
る
教
科

家
庭
科
と
し
て
教
育
の
中
心
に
座
ら
せ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
高
齢
化
社
会
が
普
通
の
社
会

と
な
る
と
き
に
、
社
会
的
な
介
助
や
福
祉
の
必
要
性

は
深
く
な
る
。
あ
わ
れ
み
を
か
け
る
の
で
も
な
く
、

厄
介
も
の
を
背
負
う
の
で
も
な
く
、
家
族
の
粋
で
支

え
る
の
で
も
な
く
、
そ
の
個
々
の
人
の
自
立
を
、
欲

求
を
、
社
会
が
支
え
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
が
、

教
育
の
中
で
礎
と
し
て
す
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
家
庭
科
が
そ
の
担
い
手
で
あ
る
こ
と
を
信
じ
た

.ν
 

や
は
り
こ
れ
し
か
な
い

柴
田
栄
子

私
は
「
す
す
め
る
会
」
が
発
足
し
た
こ
ろ
、
高
校

家
庭
科
教
員
と
し
て
再
出
発

L
た
。
新
米
教
師
の
精

神
的
支
柱
に
な
っ
た
の
は
「
す
す
め
る
会
」
を
は
じ

め
と
す
る
共
修
に
向
け
て
の
情
報
で
あ
っ
た
。
「
家

庭
科
を
共
修
に
」
と
い
う
運
動
に
連
な
っ
て
い
る
こ

と
は
、
家
庭
科
教
師
と
し
て
の
私
に
張
り
と
希
望
を

与
え
た
。

男
女
共
に
「
自
立
し
た
女
と
男
を
、
人
間
ら
し
い
生

活
を
」
め
ざ
す
授
業
を
す
る
。
こ
れ
が
家
庭
科
教
師

と
し
て
の
私
の
願
い
。
二
十
数
年
前
初
め
て
教
壇
に

立
っ
た
時
は
、
女
子
の
み
の
授
業
だ
っ
だ
。
今
は
、

男
女
共
に
学
ぶ
の
が
当
た
り
前
。
授
業
内
容
も
い
ろ

い
ろ
制
約
は
あ
る
が
、
創
り
出
す
こ
と
は
で
き
る
。

し
か
し
、
教
科
と
し
て
技
術
と
家
庭
は
半
人
前
。

別
々
の
教
科
と
し
て
独
立
す
る
手
だ
て
を
探
り
た

い
。
決
ま
っ
て
い
る
事
、
だ
か
ら
と
あ
き
ら
め
な
い
で
、

声
を
上
げ
た
い
。
有
効
・
な
手
だ
て
も
わ
か
ら
な
い
の

だ
が
、
同
じ
想
い
持
つ
人
々
の
輪
を
広
げ
、
動
か
し

て
い
く
努
力
を
続
け
た
い
。

こ
れ
か
ら
も
私
は
こ
う
生
き
た
い
榎
本
稲
子

一
、
す
べ
て
の
本
は
健
康
に
あ
る
と
思
う
。
と
言
っ

て
も
七
十
五
才
も
過
ぎ
れ
ば
老
化
は
さ
け
ら
れ
な

い
が
そ
の
進
行
を
鈍
化
さ
せ
、
不
注
意
に
す
る
病

気
や
け
が
を
し
な
い
よ
う
な
生
活
の
実
践
を
す
る
。

二
、
経
済
的
に
自
立
し
た
生
活
が
続
け
ら
れ
る
よ
う

工
夫
し
、
政
治
で
変
え
ら
れ
る
医
療
、
保
険
、
税

金
等
に
つ
い
て
は
反
対
の
意
志
を
表
示
し
、
行
動

す
る
。

一
二
、
高
齢
者
問
題
、
人
権
問
題
等
社
会
と
関
連
の
あ

る
学
習
や
活
動
に
で
き
る
だ
け
参
加
す
る
。

さ
て
、
あ
と
数
年
で
私
の
教
師
生
活
も
終
わ
る
。

こ
れ
ま
で
の
ど
の
年
代
を
切
っ
て
も
新
し
い
家
庭
科

づ
く
り
に
燃
え
て
い
た
:
:
:
。
家
庭
科
教
育
と
は
?

と
求
め
、
実
践
し
て
き
た
と
言
え
る
。

こ
れ
か
ら
は
:
・
?
や
は
り
こ
れ
し
か
な
い
。

仲
間
と
始
め
た
埼
玉
の
「
楽
し
い
家
庭
科
教
育
を

つ
く
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
、
組
合
の
仲
間
と
の
内
容

検
討
会
を
続
け
て
い
く
こ
と
。
「
命
と
暮
ら
し
を
学

ぶ
事
」
は
生
き
る
う
え
の
基
礎
基
本
で
あ
る
と
言
う

こ
と
を
授
業
を
通
し
て
広
め
る
こ
と
。

4
単
位
必
履
修
と
し
て
位
置
付
い
た
制
度
的
安
泰

は
束
の
間
の
よ
う
。
寄
り
か
か
っ
て
は
お
れ
な
い
、

と
自
ら
を
叱
時
し
つ
つ
・
:
:
:
:
。

す
べ
て
の
場
を
女
、
男
半
々
に

中
嶋
里
美

こ
れ
か
ら
や
り
た
い
運
動
は

一
、
腐
敗
に
?
な
が
る
お
ん
ど
り
多
数
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
。
議
会
、
審
議
会
、
協
議
会
、
委
員
会
、

企
業
、
官
庁
、
学
校
等
々
あ
ら
ゆ
る
組
織
の
リ
ー

ダ
ー
を
女
男
半
々
に
す
る
運
動
。
そ
の
第
一
歩
は

あ
ら
ゆ
る
女
達
の
意
識
か
ら
「
女
だ
か
ら
仕
方
が

な
い
」
の
考
え
を
捨
て
去
る
こ
と
。

二
、
す
べ
て
の
学
校
に
男
女
平
等
教
育
係
の
設
置
を
。

出
席
簿
、
男
女
別
学
校
、
教
科
書
記
述
の
男
性
偏

重
、
進
路
指
導
、
教
師
の
意
識
等
々
を
変
え
る
た
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め
に
は
、
学
校
の
中
に
男
女
平
等
教
育
係
を
設
置

し
、
「
女
が
差
別
さ
れ
る
時
、
男
も
大
変
な
差
別
、

個
性
の
喪
失
が
あ
る
」
と
学
習
す
る
こ
と
が
必
要
。

三
、
女
性
を
差
別
す
る
企
業
の
製
品
の
不
買
運
動
。

男
女
雇
用
均
等
法
の
中
に
は
差
別
企
業
の
公
表
も

考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
、
ミ
ニ
コ

ミ
等
を
通
じ
て
差
別
企
業
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
不

買
運
動
を
す
る
。

教
育
の
こ
れ
か
ら

西
原
典
子

教
育
の
諸
悪
の
根
源
は
受
験
戦
争
に
あ
り
、
こ
れ

の
解
決
に
は
学
歴
優
先
社
会
を
あ
ら
た
め
る
こ
と
が

先
決
で
あ
る
。
今
日
的
に
重
要
な
課
題
は
人
間
性
の

豊
か
な
子
ど
も
を
育
て
る
こ
と
で
あ
る
が
、
教
育
改

革
の
た
び
に
ゆ
と
り
が
失
わ
れ
て
い
る
。
中
・
高
一

環
教
育
の
構
想
も
よ
い
が
、
そ
の
前
に
3
0
入
学
級

を
実
現
し
て
ゆ
と
り
あ
る
教
育
を
す
る
こ
と
が
緊
急

の
大
事
で
あ
る
。
そ
の
さ
な
か
に
家
庭
科
の
男
女
必

修
が
実
現
し
た
の
は
幸
運
で
あ
る
が
、
今
回
の
教
育

改
革
で
単
位
減
や
選
択
化
な
ど
後
退
の
お
そ
れ
は
な

い
か
。
そ
れ
は
「
{
象
庭
科
冬
の
時
代
」
の
再
来
に
つ

な
が
る
大
き
な
危
険
性
を
は
ら
ん
で
い
る
。
「
男
女

必
修
の
チ
ャ
ン
ス
」
を
よ
り
有
効
に
生
か
す
よ
う
、

ま
た
他
か
ら
つ
け
こ
ま
れ
な
い
よ
う
、
教
育
内
容
の

い
っ
し
ょ
に
、
「
生
活
環
境
の
こ
と
」
「
男
女
平
等
の

こ
と
」
「
食
べ
る
こ
と
」
等
、
人
間
が
毎
日
の
営
み

の
中
で
、
一
番
大
切
に
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
問

題
を
、
み
ん
な
で
話
し
合
え
る
時
間
を
と
る
こ
と
が

で
き
る
か
ら
で
す
。

家
庭
科
が
、
人
聞
が
生
き
て
い
く
た
め
に
何
が
必

要
か
、
大
事
か
を
考
え
る
中
心
の
役
割
を
果
た
す
教

科
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
し
、
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と

勉
強
し
続
け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
会
」
が
解
散
し
た
ら
、
教
育
や
男
女
平
等
の
問

題
に
つ
い
て
考
え
た
り
運
動
し
た
り
す
る
別
の
団
体

に
参
加
し
よ
う
と
お
考
え
に
な
り
ま
せ
ん
か
?
(
も

う
い
ろ
い
ろ
な
団
体
の
活
動
に
参
加
し
て
い
ら
っ
し

ゃ
る
方
も
多
い
で
し
ょ
う
け
れ
ど
)

前
か
ら
協
力
関
係
に
あ
っ
た
「
家
庭
科
教
育
研
究

者
連
盟
」
「
建
時
の
会
」
は
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

石
川
由
紀
世
話
人
が
主
宰
す
る
「
ひ
と
り
で
生
き
る

た
め
に
単
身
者
の
生
活
を
検
証
す
る
会
」
(
連
絡
先

O
三
|
三
七
O
一
ー
ー
八
五
七
一
石
川
方
)
、
駒
野
陽

子
世
話
人
が
代
表
世
話
人
を
つ
と
め
る
「
日
本
婦
人

問
題
懇
話
会
」
(
O
三
|
三
三
七
O
|
三
六
六
二
駒

野
方
)
、
樋
口
恵
子
世
話
人
が
活
動
を
す
す
め
る

「
高
齢
社
会
を
よ
く
す
る
女
性
の
会
」
(
O
一
一
一
|
一
二
三

五
六
三
五
六
回
)
、
そ
れ
に
新
し
く
始
ま
っ
た
り
、

始
ま
ろ
う
と
し
て
い
る
運
動
も
あ
り
ま
す
。

い
っ
そ
う
の
充
実
が
急
が
れ
る
。

三
つ
の
こ
と

半
田
た
つ
子

家
族
や
大
勢
の
仲
間
は
、
私
の
人
生
を
華
や
か
に

彩
り
、
私
を
育
て
て
く
れ
た
。
で
も
私
の
中
に
は
、

幼
い
頃
か
ら
、
い
つ
も
周
り
と
微
か
な
ず
れ
を
感
じ

る
者
が
住
ん
で
い
た
。
緊
急
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
が
山
ほ
ど
あ
っ
て
息
を
潜
め
て
い
た

「
そ
れ
」
が
、
今
頭
を
も
た
げ
る
。
次
の
三
つ
は
ま

だ
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
。
い
つ
実
を
結
ぶ
か
は
分
ら

な
い
が
、
何
を
し
て
も
十
年
単
位
の
歳
月
が
必
要
だ

ろ
う
。
自
分
と
き
っ
ち
り
向
き
あ
い
、
心
ゆ
く
ま
で

対
話
し
な
が
ら
生
き
た
い
。

0

コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
と
し
て
の
学
び
と
行
動
。

o
幼
い
人
の
心
を
豊
か
に
は
ぐ
く
む
活
動
。

O

配
偶
者
を
失
っ
て
悲
嘆
に
く
れ
る
人
を
サ
ポ
ー
ト

し
、
新
し
く
生
き
直
す
力
を
生
む
グ
ル
ー
プ
作
り
。

前
進
を

万
城
マ
キ

「
す
す
め
る
会
」
の
閉
会
は
寂
し
い
が
和
田
先
生

提
案
の
男
女
平
等
教
育
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
(
げ
1
m四

ペ
ー
ジ
参
照
)
は
賛
成
で
す
。
現
場
・
進
学
校
の
家

H--一一一一一
.... 二一一一圃・・・==-・・圃・==-----一一一=・・・・一一一一一-EE---==・・・・==--H園

町

咽日
参
加
な
さ
い
ま
せ
ん
か
叫

E

・

園

田川・==-・・=三
.
.
 二一=・・==----==・・二一一一・・==-EE--三園川

家
庭
科
の
研
究
・
実
践
は

家
教
連
で
ご
一
緒
に
武
市
成
子

家
庭
科
教
育
研
究
者
連
盟
は
、
三
O
年
の
歴
史
を

も
っ

N
G
O
で
た
だ
一
つ
の
、
自
主
的
な
家
庭
科
研

究
の
組
織
で
す
。
現
在
の
会
員
数
は
小
・
中
・
高
・

大
学
の
現
場
教
師
を
中
心
に
約
1
0
0
0
名
で
、
年

次
の
夏
期
全
国
集
会
、
各
地
で
の
研
究
会
(
す
べ
て

公
開
)
を
毎
年
数
回
聞
い
て
い
ま
す
。

ま
た
月
刊
「
家
庭
科
研
究
」
を
編
集
・
発
行
し
、

会
員
に
よ
る
出
版
物
も
た
く
さ
ん
出
し
て
い
ま
す
。

会
の
目
的
に
賛
同
し
入
会
金
五
O
O
円
と
年
会
費

三
0
0
0
円
(
希
望
者
は
月
刊
誌
の
予
約
購
読
料
、

年
八
五
五
O
円
)
を
納
入
す
れ
ば
入
会
で
き
ま
す
。

「
連
盟
」
が
い
ま
力
を
注
い
で
い
る
の
は
、
共
修

に
ふ
さ
わ
し
い
家
庭
科
の
内
容
や
方
法
の
追
求
と
、

魅
力
が
あ
り
力
の
つ
く
い
き
い
き
し
た
授
業
の
実
践

で
す
。
「
す
す
め
る
会
」
に
か
わ
る
共
修
運
動
の
拠

点
に
し
て
頂
く
よ
う
入
会
を
歓
迎
し
て
い
ま
す
。

庭
科
は
本
当
に
本
当
に
に
大
変
で
し
た
。
何
し
ろ
平

等
に
扱
わ
れ
な
い
訳
で
す
か
ら

l
お
り
し
も
国
政
、

自
治
体
、
企
業
、
到
々
国
会
議
員
の
詐
欺
疑
い
に
よ

る
逮
捕
に
は
、
こ
の
国
は
今
ま
で
何
を
し
て
き
た
の

か
、
こ
れ
か
ら
ど
う
な
っ
て
ゆ
く
の
か
、
と
案
じ
ら

れ
ま
す
。
教
育
界
で
も
官
々
接
待
、
空
出
張
、
文
書

の
偽
造
、
隠
滅
等
々
蔓
延
し
、
身
近
・
な
問
題
で
あ
る

だ
け
に
心
痛
し
、
岬
吟
し
て
い
る
者
で
す
。

そ
う
い
う
中
に
あ
っ
て
、
男
女
の
平
等
も
共
学
も

一
層
求
め
ら
れ
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
今
後
と
も
若
い

人
達
と
一
緒
に
な
っ
て
、
不
正
一
掃
の
大
英
断
と
改

革
に
向
け
て
歩
み
た
い
も
の
で
す
。
進
学
校
は
新
し

い
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
作
り
に
向
け
て
、
ま
た
ま
た
試
練

に
立
た
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
後
退
が
あ
っ
て
は
な
ら

ぬ
と
呼
び
か
け
た
い
で
す
。
今
春
退
職
で
す
。
こ
の

立
腹
を
パ
ネ
に
し
て
、
生
徒
へ
、
世
の
中
へ
前
進
を

長
い
目
で
求
め
て
ゆ
き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
家
庭
科
と
関
わ
り
た
い八
島
紀
子

学
校
の
中
で
共
修
が
実
現
し
て
、
本
当
に
う
れ
し

い
。
家
庭
科
が
、
「
生
き
て
い
く
こ
と
」
に
つ
い
て

い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
考
え
て
い
く
こ
と
の
で
き
る

貴
重
な
教
科
だ
か
ら
で
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
か
か
え
て
い
る
生
徒
た
ち
と

(
事
務
局
)
〒
問

|事
o 2 小

都
4 0 圭

i ?量
I 2 品
76武主
|市計;
O 成町
9 子
3 方
2 

F
A
X
 

ぜ
で
刊
で
は

蟻
部
幸
江

「
家
庭
科
で
何
を
学
ぶ
?
」
「
生
徒
と
共
に
ど
ん

な
授
業
を
創
る
?
」
と
い
う
問
い
を
探
る
雑
誌
『
く

ら
し
と
教
育
を
つ
な
ぐ
宅
内
」
は
、
六
年
目
を
迎
え

る
。
様
々
な
分
野
で
活
躍
す
る
人
の
生
活
や
人
生
観
、

家
庭
科
教
員
の
授
業
へ
の
思
い
や
実
践
な
ど
、
「
女

と
男
の
家
庭
科
新
時
代
」
を
創
る
た
め
に
誌
上
で
の

交
流
を
深
め
て
る
い
。
ま
た
、
唱
で
同
誌
に
は
さ
み
込

ま
れ
る
「
家
庭
科
屋
台
村
通
信
」
は
、
家
庭
科
を
め

ぐ
る
多
く
の
情
報
、
本
音
が
生
か
さ
れ
、
元
気
の
出

る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る
。
(
連
絡
先
一
T
6
5
5
神

戸
市
垂
水
区
狩
口
台
4
|
μ
m
西
本
和
代
)

宅
内
は
、
こ
れ
か
ら
も
雑
誌
を
通
し
て
教
育
に
関
心

を
寄
せ
る
市
民
と
共
に
家
庭
科
へ
の
応
援
を
続
け
て

い
く
。年
一
回
、
読
者
を
中
心
に
集
う
、
建
問
夏
季
フ
ォ

ー
ラ
ム
は
、
八
月
一
日
i
三
日
ま
で
「
北
海
道
の
大

地
か
ら
」
と
旭
川
パ
1
ク
ホ
テ
ル
を
会
場
に
し
て
行

う
。
家
庭
科
関
係
の
分
科
会
も
多
数
準
備
中
。
問
い

16 17 



合
わ
せ
は
、
宅
内
の
会
事
務
局
の
犠
部
ま
で

L
O
四
八
|
六
四
一

l
三
七
六
五
)

(
T
E
 

男
女
平
等
教
育
の
た
め
に
連
帯
を
駒
野
陽
子

小
・
中
・
高
、
ど
こ
で
も
家
庭
科
が
男
女
共
修
に

な
っ
て
、

こ
れ
か
ら
は
男
女
平
等
教
育
は
も
う
安

「し

'T-

校。
明
治
以
来
の
学
校
独
特
の
慣
習
l
例
え
ば
、
男
女

別
出
席
簿
、
儀
式
や
ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
で
の
男
女

別
役
割
な
ど
。
ま
た
先
生
や
親
の
意
識
、
マ
ス
メ
デ

ィ
ア
の
影
響
な
ど
で
、
中
・
高
校
生
に
は
ま
だ
越
え

ら
れ
な
い
ジ
ェ
ン
ダ
l
の
ハ
ー
ド
ル
が
い
っ
ぱ
い
。

で
も
、
女
の
先
生
が
中
心
に
な
っ
て
、
学
校
を
完

全
な
ジ
エ
ン
ダ
1
・
フ
リ
!
の
場
に
し
て
い
く
の
が

こ
れ
か
ら
の
課
題
。
共
修
の
会
は
な
く
な
っ
て
も
、

会
員
だ
っ
た
現
職
の
先
生
が
全
国
に
い
る
強
味
を
活

か
し
て
、
男
女
平
等
教
育
の
た
め
に
連
帯
し
て
い
き

た
い
。
教
研
の
女
子
教
育
分
科
会
、
各
地
の
高
教
組

女
性
部
な
ど
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
、
新
し
い
活
動
の

場
を
創
り
ま
せ
ん
か
。
日
本
婦
人
問
題
懇
話
会
に
は

教
職
の
会
員
が
少
い
け
れ
ど
、
み
な
さ
ん
が
入
会
し

て
教
育
分
科
会
を
作
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
有
志
の

み
な
さ
ん
の
お
声
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
が
日
本
の
学

「
男
女
平
等
を
す
す
め
る
教
育

全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
つ
く
り
ま
す

和
田
典
子

。
男
女
平
等
を
す
す
め
る
教
育
は
求
め
ら
れ
て
い
る

「
す
す
め
る
会
」
が
国
際
婦
人
年
連
絡
会
に
加
盟

し
て
か
ら
約
二

O
年
、
わ
た
し
は
「
連
絡
会
」
に
お

け
る
「
す
す
め
る
会
」
の
窓
口
と
し
て
、
他
団
体
と

協
力
し
て
家
庭
科
の
共
修
運
動
を
す
す
め
て
き
ま
し

た
。
ま
た
、
教
育
・
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
委
員
会
の
座
長

も
引
き
受
け
さ
ら
に
広
い
視
野
で
の
活
動
に
も
参
加

し
て
き
ま
し
た
。
家
庭
科
の
男
女
共
修
が
実
現
し
た

の
も
「
連
絡
会
」
な
ど
の
幅
広
い
組
織
的
な
連
帯
と

支
援
の
お
か
げ
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
世
界
女
性

会
議
な
ど
の
国
際
的
な
活
動
が
ふ
え
、
圏
内
組
織
の

団
結
は
い
っ
そ
う
求
め
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

。
北
京
会
議
を
う
け
て

北
京
に
お
け
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
テ
1
マ
も
教

育
に
た
い
す
る
関
心
が
高
く
、
採
択
さ
れ
た
「
行
動

綱
領
」
で
も
教
育
は
、
メ
デ
ィ
ア
、
人
権
、
少
女
と
と

も
に
重
要
問
題
領
域
と
し
て
特
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
で
も
い
ち
早
く
「

N
G
O
日
本
女
性
会
議
|

連
絡
会
主
催
」
を
ひ
ら
き
一
一
一
世
紀
に
む
け
て
「

N

G
O行
動
目
標
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
(
一
九
九
五

年
一
一
月
)
こ
う
し
た

N
G
O
の
動
き
に
呼
応
し
て
、

梶
谷
典
子

教
育
と
メ
デ
ィ
ア
を
変
え
る
た
め
に

家
庭
科
の
教
科
書
の
挿
絵
に
出
て
く
る
の
は
女
ば

ミ

、

品川村、

nソ

と
い
う
こ
と
は
な
く
な
り
ま
し
た
。

で
も
、

伝
統
的
な
性
別
役
割
分
担
意
識
や
、

男
女
に
つ
い
て

の
古
い
固
定
観
念
に
基
づ
く
表
現
が
教
科
書
や
参
考

書
か
ら
消
え
た
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

的
発
言
が
気
に
な
る
、

先
生
の
性
差
別

と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

そ
う
し
た
差
別
的
な
表
現
を
な
く
し
た
い
と
思
う
方

の
役
に
立
つ
よ
う
な
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
つ
く
り
ま
し

た。

「
性
差
別
的
表
現
に
ご
注
意
を
と
と
題
し
た
、

A
4
を
二
つ
折
り
に
し
た
も
の
で
、
表
に
は
「
性
差

別
表
現
と
は
何
か
」
と
い
う
こ
と
、
中
の
ベ

l
ジ
に

は
問
題
に
な
る
表
現
の
具
体
例
、
裏
に
は
男
女
平
等

に
つ
い
て
日
本
が
遅
れ
て
い
る
こ
と
を
書
き
ま
し

た。
メ
デ
ィ
ア
を
対
象
と
し
て
つ
く
っ
た
も
の
で
「
メ

デ
ィ
ア
で
働
く
皆
さ
ん
!
」
と
呼
び
か
け
て
い
ま
す

が
、
教
育
の
場
で
も
参
考
に
し
て
い
た
だ
け
る
と
あ

り
が
た
い
と
思
い
ま
す
。
メ
デ
ィ
ア
に
関
心
を
お
持

ち
の
方
も
多
い
筈
で
す
が
、
メ
デ
ィ
ア
関
係
者
に
配

る
こ
と
に
ご
協
力
い
た
だ
け
れ
ば
も
っ
と
あ
り
が
た

い
と
思
い
ま
す
。

政
府
も
さ
る
一
一
一
月
、
二

0
0
0
年
に
む
け
て
の

「
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
」
を
発
表
し
、
「
国
民
各
層

と
の
連
携
を
深
め
つ
つ
計
画
の
実
現
に
つ
と
め
た
い

:
・
」
と
の
期
待
を
よ
せ
て
い
ま
す
。

。
男
女
平
等
を
め
ぐ
る
わ
が
国
の
状
況

さ
て
、
国
際
婦
人
年
発
足
以
来
す
で
に
二

O
年
を

越
え
、
差
別
撤
廃
・
固
定
的
性
役
割
の
排
除
に
つ
い

て
の
認
識
は
漸
く
浸
透
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
男

女
平
等
を
す
す
め
る
教
育
・
学
習
が
大
切
だ
と
の
声

も
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
社
会
慣
行
や

人
々
の
意
識
に
は
ま
だ
旧
い
も
の
が
根
づ
よ
く
残

り
、
新
た
な
男
女
差
別
さ
え
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

た
と
え
ば
、
女
子
に
た
い
す
る
就
職
差
別
は
む
し

ろ
深
刻
さ
を
増
し
、
セ
ク
ハ
ラ
も
あ
と
を
た
た
ず
、

「
個
性
に
あ
っ
た
教
育
」
と
い
う
名
に
よ
る
男
女
別

学
体
制
の
心
配
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
進
路
指
導
も

ま
だ
ま
だ
保
守
的
で
す
。
そ
の
ほ
か
、
教
科
書
執
筆

者
の
大
多
数
は
男
性
で
、
「
道
徳
」
の
教
科
書
に
登

場
す
る
人
物
ま
で
男
性
に
偏
っ
て
い
ま
す
。

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
お
け
る
少
女
・
少
年
、
男
女
関

係
や
家
族
の
描
写
も
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
が
多
く
、
と

り
わ
け
ア
ダ
ル
ト
ビ
デ
オ
や
ポ
ル
ノ
漫
画
・
雑
誌
の

人
権
侵
害
に
は
目
に
あ
ま
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

。
こ
れ
か
ら
と
り
く
み
た
い
こ
と

「
す
す
め
る
会
」
が
力
を
尽
く
し
て
き
た
家
庭
科

共
修
運
動
は
目
的
を
達
成
し
ま
し
た
。
家
庭
科
の
共

リ
ー
フ
を
つ
く
っ
た
の
は
「
ジ
ェ
ン
ダ

l
と
表
現

の
会
」
。
今
の
と
こ
ろ
、
誰
が
会
員
と
い
う
こ
と
も

は
っ
き
り
決
め
ず
、
動
け
る
人
が
連
絡
を
取
り
合
っ

て
リ
l
フ
を
配
っ
て
い
る
と
い
う
小
さ
な
ゆ
る
や
か

な
集
ま
り
で
す
。
連
絡
の
中
心
は
「
会
」
の
坂
本
な

な
え
世
話
人
、
中
嶋
里
美
世
話
人
、
伊
藤
恭
子
元
世

話
人
ほ
か
。
将
来
は
も
っ
と
詳
し
い
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
つ
く
っ
た
り
、
メ
デ
ィ
ア
に
対
し
て
い
ろ
い
ろ
な

働
き
か
け
が
で
き
れ
ば
、
と
思
っ
て
い
ま
す
。

参
加
し
て
く
だ
さ
る
方
、
リ
ー
フ
を
ご
希
望
の
方

は
中
嶋
世
話
人

(
F
A
X
O
四
二
九
l
四
二
|
七
五

六
O
)
か
梶
谷

(
F
A
X
O
三
1

三
四
一
四
!
一
一
一

五
二
)
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
リ
ー
フ
は
一
枚
印
円

(
定
価
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
)
で
た
く
さ
ん
買
っ
て

配
っ
て
い
た
だ
け
る
と
あ
り
が
た
い
の
で
す
が
。

。

も
う
ひ
と
つ
団
体
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

「
ジ
エ
ン
ダ
l
の
視
点
で
教
育
を
考
え
る
会
」
は
、

ジ
ェ
ン
ダ
l
の
視
点
を
持
っ
た
教
員
を
養
成
す
る
た

め
、
審
議
会
に
働
き
か
け
る
こ
と
を
中
心
に
活
動
を

す
す
め
て
い
ま
す
。
連
絡
先
は
村
松
泰
子
さ
ん
(
干

胤
東
京
都
杉
並
区
高
井
戸
東
二
l
二
五
l
二

|

四
O
三

宮

&
F
A
X
O
三
1

二
二
ニ
三
二
1

六
八
九

二
、
情
報
は
J

J
ネ
ッ
ト
ニ
ュ
ー
ス

(
F
A
X
に

よ
る
女
性
の
問
題
の
ニ
ュ
ー
ス
。
連
絡
先

F
A
X
O

一一一
l
一一一八一一一
1
1
0
0
八
こ
で
流
れ
ま
す
。

修
が
、
性
別
役
割
意
識
を
変
革
し
、
家
庭
・
社
会
を

前
進
さ
せ
る
突
破
口
に
な
る
こ
と
を
確
信
し
つ
つ

「
会
」
は
解
散
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し

問
題
は
ま
だ
残
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
共
修
が
男
女

平
等
を
約
束
す
る
も
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

と
こ
ろ
で
、
男
女
平
等
を
教
育
・
学
習
の
面
か
ら

追
求
し
よ
う
と
か
ね
て
か
ら
各
地
の
教
育
現
場
で
は

さ
ま
ざ
ま
な
研
究
・
実
践
も
進
め
ら
れ
て
来
ま
し
た
。

た
と
え
ば
別
学
を
無
く
す
と
り
く
み
や
男
女
別
名

簿
の
廃
止
、
ジ
エ
ン
ダ
l
に
と
ら
わ
れ
な
い
進
路
指

導
、
性
教
育
の
開
発
、
教
科
書
の
検
討
な
ど
。
そ
の
ほ

か
女
性
史
の
教
材
化
、
共
修
に
ふ
さ
わ
し
い
家
庭
科

の
研
究
な
ど
も
前
進
し
、
成
果
も
挙
が
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
メ
デ
ィ
ア
に
対
す
る
関
心
も
高
ま
っ
て
き
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
政
策
や
施
策
、
社
会
条
件
の
整

備
に
影
響
を
与
え
る
ほ
ど
に
は
育
っ
て
い
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
努
力
や
成
果
を
、
男
女
平
等
を
す
す
め

る
た
め
に
交
流
・
整
理
し
、
実
効
あ
る
行
動
・
計
画

に
反
映
さ
せ
提
言
も
し
た
い
、
そ
の
た
め
に
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
つ
く
り
た
い
。

こ
れ
が
、
私
の
こ
れ
か
ら
や
り
た
い
こ
と
・
や
ら

ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
だ
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
同
じ
志
を
も
っ
方
々
の
ご
参
加
を
期
待
し
ま
す
。

和
田
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〒
旧
渋
谷
区
西
原
二
|
四
|
一

O

宮
&
F
A
X
O
一二
l
三
四
六
六
二
六
六
五
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.ぉ-
1 し
E ら
!せ
:と
お
ね
が
し1

〈
〉
十
名
の
世
話
人
が
残
務
処
理
に
あ
た
り
ま
す
。

「
会
」
は
三
月
三
十
一
日
に
解
散
し
ま
す
が
、
本

の
販
売
等
、
事
務
的
な
仕
事
は
当
分
残
り
ま
す
の
で
、

首
都
圏
の
十
名
の
世
話
人
が
当
分
残
務
処
理
に
あ
た

り
ま
す
。

。
事
務
局
は
な
く
り
ま
す
。
連
絡
は
世
話
人
ヘ
。

婦
選
会
館
の
事
務
局
は
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
婦

選
会
館
に
は
連
絡
な
さ
い
ま
せ
ん
よ
う
に
。
連
絡
は

左
の
十
名
の
世
話
人
に
お
願
い
し
ま
す
。
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〒
湖
埼
玉
県
与
野
市
上
落
合

一
丁
四
よ
了
二
八
O
七

和

田
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宮
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三
1
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六
l
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六
五

干
旧
東
京
都
渋
谷
区
西
原
二
l
四
l

一
O

(
F
は
F
A
X
、
宮
/
F
は
電
話
と
F
A
X
が
同
じ
番
号
)

梶
谷
典
子

。
振
替
口
座
は
当
分
今
の
ま
ま
で
す
。

事
務
が
残
っ
て
い
る
聞
は

O

O
一
九

O
l
一
北
一

八
九
一
の
振
替
番
号
は
使
え
ま
す
。
会
費
未
納
分
が

あ
る
方
は
こ
ち
ら
に
お
願
い
し
ま
す
。
(
九
六
年
度

会
費
は
二

0
0
0
円
、
九
五
年
度
以
前
の
分
は
年
三

五
O
O
円
で
す
。
念
の
た
め
。
)

O
本
の
お
申
し
込
み
は
ド
メ
ス
出
版
ヘ
。

新
し
い
本
「
家
庭
科
、
男
も
女
も
!
」
の
お
申
し

こ
み
は
、

2
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
世
話
人

で
は
な
く
ド
メ
ス
出
版
の
ほ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

。
も
う
一
度
最
後
の
お
し
ら
せ
が
出
ま
す
。

会
報
は
こ
れ
が
最
後
で
す
が
、
こ
の
会
報
に
は
九

六
年
度
の
決
算
は
間
に
合
い
ま
せ
ん
で
し
た
し
、
九

七
年
四
月
一
日
以
降
も
し
ば
ら
く
は
事
務
処
理
等
が

あ
り
ま
す
の
で
、
す
べ
て
が
終
っ
た
段
階
で
、
会
計

報
告
を
中
心
に
し
た
簡
単
な
お
し
ら
せ
を
出
す
予
定

で
す
。
そ
れ
が
い
つ
に
な
る
か
、
今
の
と
こ
ろ
全
く

わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
お
許
し
く
だ
さ
い
。

。
そ
れ
ぞ
れ
の
お
立
場
で
運
動
し
て
く
だ
さ
い
。

「
会
」
は
解
散
し
て
も
、
運
動
は
こ
れ
か
ら
も
必

要
で
す
。
ロ
ー
四
ペ
ー
ジ
に
あ
る
よ
う
な
団
体
に
参

加
し
た
り
、
地
域
や
職
場
の
グ
ル
ー
プ
な
ど
で
運
動

を
続
け
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
に
。

国
や
自
治
体
が
一
般
の
意
見
を
求
め
る
こ
と
も
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。
機
会
を
見
つ
け
て
積
極
的
に
発

言
し
て
く
だ
さ
い
。
ふ
だ
ん
で
も
意
見
は
受
け
つ
け

る
は
ず
で
す
。
文
部
省
の
男
女
共
同
参
画
問
題
の
窓

口
は
生
涯
学
習
局
婦
人
教
育
課
。
担
当
は
女
性
政
策

調
整
官
鈴
木
優
子
さ
ん
。
家
庭
科
教
育
の
担
当
は
初

等
中
等
教
育
局
職
業
教
育
課
に
な
り
ま
す
。
文
部
省

は
東
京
都
千
代
田
区
霞
ヶ
関
ご
丁
一
了
二
、

E
O
三
i

三
五
八
一
l
四
一
一
一
一
(
代
)
で
す
。

各
自
治
体
、
各
省
も
そ
れ
ぞ
れ
男
女
共
同
参
画
問

題
の
窓
口
を
決
め
て
い
ま
す
の
で
、
確
認
の
上
、
働

き
か
け
て
く
だ
さ
い
ま
い
よ
う
に
。

(
梶
谷
典
子
)

弐弘
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